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智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
三
︶

藤

井

教

公

は
じ
め
に

筆
者
は
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の
一
部
分
の
訳
注
を
︑
本
誌
第
十
七
号
︵
平
成
二
十
五
年
三
月
刊
︶
と
第
十
八
号
に
︑
そ
れ
ぞ
れ

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
一
︶
︑
同
訳
注
︵
二
︶
と
し
て
発
表
し
た
︒
本
稿
は
︑
先
に
刊
行
し
た
訳
注
︵
一
︶
︵
二
︶
に
続
く

も
の
で
あ
る
︒
体
裁
は
前
稿
を
踏
襲
し
て
︑
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
第
十
八
巻
所
収
の
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の
テ
キ
ス
ト
原
文
を
数

行
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
区
切
っ
て
示
し
︑
そ
の
部
分
の
訓
読
を
掲
げ
︑
そ
の
後
に
訳
注
を
付
し
た
︒
本
稿
は
テ
キ
ス
ト
の
四
六
九
頁

中
段
四
行
目
か
ら
四
七
一
頁
下
段
十
一
行
目
ま
で
を
掲
載
す
る
︒
こ
の
続
き
は
順
次
発
表
し
て
い
き
た
い
︒
過
誤
の
多
い
こ
と
を
懼

れ
る
が
︑
大
方
の
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
︒
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒
テ
キ
ス
ト
の
解
題
は
智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注

︵
一
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
十
九
号

平
成
二
七
年
三
月

一



凡

例

一
︑
テ
キ
ス
ト
原
文
に
は
一
︑
二
点
︑
レ
点
な
ど
の
返
り
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
︑
読
点
や
句
点
は
な
い
︒
今
︑
返
り
点
を
省
き
︑

意
味
に
従
っ
て
句
点
を
施
し
た
︒

一
︑
テ
キ
ス
ト
の
文
中
に
は
頁
と
段
の
変
わ
り
目
に
カ
ッ
コ
で
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
十
八
の
頁
と
段
を
記
入
し
て
︑
そ
の

始
ま
り
を
示
し
た
︒

一
︑
字
体
は
テ
キ
ス
ト
部
分
と
そ
の
引
用
︑
書
き
下
し
文
︑
﹃
大
正
蔵
経
﹄
所
収
の
経
典
論
書
の
引
用
部
分
な
ど
は
︑
原
則
と
し

て
正
字
を
用
い
た
︒
そ
れ
以
外
は
略
字
を
用
い
た
︒

一
︑
テ
キ
ス
ト
文
中
の
ゴ
チ
ッ
ク
字
体
部
分
は
﹃
維
摩
経
﹄
の
経
文
部
分
で
あ
る
︒

一
︑
テ
キ
ス
ト
文
中
の
︿

﹀
内
の
部
分
は
割
り
注
部
分
を
示
す
︒

一
︑
書
き
下
し
文
中
の
ヤ
マ
カ
ッ
コ
は
筆
者
に
よ
る
補
い
で
︑
﹃
略
疏
﹄
と
の
対
照
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
欄
外
注
記
に
従
っ
て
字
を

補
っ
た
も
の
で
あ
る
︒

一
︑
守
篤
本
純
の
﹃
維
摩
詰
經
疏
籤
録
﹄
の
場
所
の
指
示
は
︑
巻
数
と
頁
数
を
記
し
︑
頁
数
の
次
に
表
の
場
合
は
﹁
オ
﹂
︑
裏
の

場
合
は
﹁
ウ
﹂
と
記
し
た
︒

一
︑
註
に
記
し
た
典
拠
の
引
用
文
で
︑
引
用
部
分
が
判
然
と
し
に
く
い
場
合
に
は
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄
巻
十
八
︑
4
6
9
b
4
-
1
7
(
以
下
頁
︑
段
︑
行
の
み
を
記
す
)

第
七
約
觀
心
明
四
種(�
)
者
︒
心
性
本
來
畢
竟
空
寂
︒
而
衆
生
多
顚
倒
︒
少
不
顚
倒
︒
無
明
因
緣
而
起
善
惡
︒
即
因
緣
所
生
法
也
︒
即

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
三
︶
︵
藤
井
)
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空
即
假
即
中
道
︒
︵
中(�
)
︶
道
是
因
緣
善
惡
之
境
︒
即
是
凡
聖
同
居
之
土
︒
所
以
者
何
︒
觀
此
善
惡
︒
所
觀
惡
心
即
是
穢
土
︒
所
觀
善

心
即
是
淨
土
︒
若
了
因
緣
之
法
虗
假
︒
或
析
法
入
空
︒
體
法
入
空
︒
觀
第
一
義
︒
第
一
義
境
即
是
有
餘
土
也
︒
知
空
非
空
︒
不
以
空

爲
證
︒
亦
知
中
道
非
因
非
果
︒
而
因
而
果
︒
皆
無
定
性
︒
若
了
因
果
無
障
者
︒
即
是
果
報
無
障
礙
土
也
︒
雖
復
空
假
方
便
入
出
之
殊
︒

而
無
明
心
之
源
即
佛
性
︒
若(�
)

無
明
性
即
是
明
︒
是
爲
常
寂
光
土
也
︒
故
此
經
云
︒
隨
其
心
淨
即
佛
土
淨
︒
大
集
經
云
︒
欲
淨
佛
國
當

淨
汝
心
也
︒
華
嚴
經
云
︒
無
量
諸
世
界
悉
從
心
緣
起
一
切
諸
法
皆
入
一
毛
道
︒

(
�
)

テ
キ
ス
ト
の
欄
外
注
記
に
は
﹁
種
下
疑
脱
國
字
﹂
と
あ
る
が
︑
今
は
採
ら
な
い
︒
﹃
維
摩
経
略
疏
﹄
︵
以
下
︑
﹃
略
疏
﹄
︶
で
は
︑
﹁
七
約
觀

心
明
四
國
者
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
八
︑
5
6
6
c
︶
と
あ
る
︒

(
�
)

次
下
の
﹁
道
﹂
の
字
に
つ
い
て
︑
テ
キ
ス
ト
の
欄
外
注
記
に
﹁
道
上
疑
脱
中
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
即
所
生
法
即
空
即
假
即
中
︒

中
是
因
縁
善
惡
之
境
﹂
︵
同
上
︶
と
あ
る
︒
意
味
上
か
ら
も
﹁
中
﹂
の
字
が
あ
っ
た
方
が
通
じ
る
の
で
︑
今
︑
こ
れ
を
補
う
︒

(
�
)

テ
キ
ス
ト
の
欄
外
注
記
に
﹁
若
下
疑
脱
知
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
若
知
無
明
性
即
是
明
﹂
︵
同
上
︶
と
あ
る
︒
し
か
し
︑
﹁
知
﹂

が
な
く
と
も
文
意
は
通
じ
る
の
で
︑
今
は
採
ら
な
い
︒

【
書
き
下
し
】

第
七
に
觀
心
に
約
し
て
四
種(�
)
を
明
か
さ
ば
︑
心
性
は
本
來
畢
竟
空
寂
に
し
て
︑
衆
生
顚
倒
多
く
︑
不
顚
倒
少
な
し
︒
無
明
の
因
縁

に
し
て
善
惡
起
こ
れ
ば
︑
即
ち
因
縁
所
生
法
な
り
︒
即
空
即
假
即
中
道
な
り
︒
︵
中
︶
道
は
是
れ
因
縁
な
り
︒
善
惡
の
境
は
即
ち
是

れ
凡
聖
同
居
の
土
な
り
︒
所
以
は
何
ん
︒
此
の
善
惡
を
觀
ず
れ
ば
︑
所
觀
の
惡
心
は
即
ち
是
れ
穢
土
な
り
︒
所
觀
の
善
心
は
即
ち
是

れ
淨
土
な
れ
ば
な
り
︒
若
し
因
縁
の
法
は
虗
假
な
り
と
了
し
︑
或
は
法
を
析
し
て
空
に
入
り
︑
法
を
體
し
て
空
に
入
り(�
)
︑
第
一
義
を

觀
ぜ
ば
︑
第
一
義
の
境
は
即
ち
是
れ
有
餘
土
な
り
︒
空
と
非
空
を
知
り
︑
空
を
以
て
證
と
爲
さ
ず
︑
亦
た
中
道
は
非
因
・
非
果
に
し

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
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︵
三
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て
因
・
果
な
り
︑
皆
な
定
性
無
し
と
知
り
︑
若
し
因
果
に
障
な
し
と
了
さ
ば
︑
即
ち
是
れ
果
報
無
障
礙
土
な
り
︒
復
た
空
假
の
方
便

は
入
出
の
殊
り
︵
あ
り
︶
と
雖
も
︑
而
も
無
明
心
の
源
は
即
ち
佛
性
な
り
︒
若
し
無
明
性
は
即
ち
是
れ
明
な
れ
ば
︑
是
れ
常
寂
光
土

と
爲
す
な
り
︒
故
に
此
の
經
に
云
く(�
)
︑
﹁
其
の
心
淨
き
に
随
っ
て
即
ち
佛
土
淨
し
﹂
と
︒
﹃
大
集
經
﹄
に
云
く(�
)
︑
﹁
佛
國
を
淨
め
ん
と

欲
さ
ば
︑
當
に
汝
の
心
を
淨
む
べ
き
な
り
﹂
と
︒
﹃
華
嚴
經
﹄
に
云
く(�
)
︑
﹁
無
量
の
諸
の
世
界
︑
悉
く
心
從
り
縁
起
す
︒
一
切
諸
法
︑

皆
︑
一
毛
道
に
入
る
﹂
と
︒

(
�
)

四
種
の
仏
国
土
の
こ
と
︒

(
�
)

或
は
法
を
析
し
て
空
に
入
り
︑
法
を
體
し
て
空
に
入
り

｢
空
﹂
に
入
る
二
種
の
観
法
︒
析
空
観
と
体
空
観
の
こ
と
︒
前
者
は
小
乗
教
︑

後
者
は
大
乗
教
に
お
け
る
空
観
の
方
法
と
さ
れ
る
︒

(
�
)

故
に
此
の
經
に
云
く

『
維
摩
経
﹄
仏
国
品
に
﹁
隨
其
心
淨
則
佛
土
淨
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
3
8
c
︶
と
あ
る
︒

(
�
)

『
大
集
經
﹄
に
云
く

『
維
摩
詰
経
疏
籤
録
﹄
︵
以
下
﹃
籤
録
﹄
︶
︵
巻
二
︑
十
二
ウ
︶
は
︑
経
の
第
十
一
巻
海
慧
菩
薩
品
﹁
佛
言
︒
比
丘
汝

名
淨
聲
當
淨
自
界
︒
自
界
既
淨
則
名
比
丘
則
名
出
家
︒
爾
時
比
丘
聞
佛
説
已
︒
心
樂
寂
靜
作
是
思
惟
︒
界
者
即
眼
觀
︒
眼
空
者
即
是
淨
界
︒

夫
淨
界
者
即
是
佛
土
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
三
︑
6
9
c
︶
の
取
意
と
す
る
︒

(
�
)

『
華
嚴
經
﹄
に
云
く

旧
訳
﹃
六
十
華
厳
﹄
如
来
性
起
品
に
﹁
無
量
諸
境
界

悉
從
心
縁
起

一
切
諸
法
界

皆
入
一
毛
道
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄

巻
八
︑
6
2
6
a
︶
と
あ
る
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
6
9
b
1
7
-
c
1
1

第
八
用
佛
國
義
釋
此
經
者
︒
即
爲
三
意
︒
一
通
序
分
︒
二
通
正
說
︒
三
釋
流
通
︒
一
通
序
分
者
︒
如
來
合
蓋
現
土
︒
此
瑞
正
是
表

說
佛
國
︒
故
寶
積
述
歎
云
︒
今
奉
世
尊
此
微
蓋
︒
於
中
現
我
三
千
界
︒
寶
積
深
知
合
蓋
欲
說
淨
土
︒
故
l
歎
竟
即
請
問
佛
國
因
果
︒

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
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敘
述
現
瑞
正
意
︒
表
欲
說
佛
國
也
︒

二
明
通
正
說
者
︒
即
有
三
分
經
文
︒
一
室
外
二
室
內
三
出
室
︒
一
通
室
外
者
︵
有
︶
三(�
)

品
半
文
︒
寶
積
請
說
佛
國
因
果
︒
如
來
答

佛
國
因
果
︒
故
佛
足
指
案
地
︒
現
﹇
4
6
9
c
﹈
於
淨
土
︒
令
諸
衆
生
得
大
乘
益
︒
復
土
如
故
︒
求
聲
聞
人
得
小
乘
益
也
︒
若
不
解
佛
國

依
報
之
義
︒
豈
識
此
一
品
經
文
之
玄
旨
也
︒
次
通
方
便
品
者
︒
爲
國
王
長
者
說
析
體
兩
種
觀
門
︒
勸
求
佛
果
︒
正
因
若
成
依
因
則
具
︒

諸
國
王
長
者
界
內
結
業
未
斷
︒
得
生
同
居
淨
國
︒
界
內
結
業
若
斷
︒
則
生
有
餘
土
︒
若
成
佛
時
︒
則
二
種
衆
生
︒
來
生
其
國
︒
次
通

弟
子
品
︒
呵
十
大
弟
子
五
百
羅
漢
︒
意
在
斷
界
外
緣
集
︒
若
至
法
華
斷
別
惑
︒
即
生
果
報
國
︒
後
成
佛
時
三
種
衆
生
來
生
其
國
︒
次

通
菩
薩
品
︒
呵
四
大
菩
薩
及
八
千
菩
薩
︒
若
斷
無
明
法
界
煩
惱
︒
即
生
常
寂
光
土
︒
後
成
究
竟
玅
覺
佛
時
︒
一
種
衆
生
生
其
國
也
︒

(
�
)

テ
キ
ス
ト
の
欄
外
注
記
に
は
﹁
三
上
疑
脱
有
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
一
通
室
外
者
有
三
品
半
文
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑

5
6
6
c
︶
と
あ
る
の
で
︑
今
︑
補
う
︒

【
書
き
下
し
】

第
八
に
佛
國
義
を
用
い
て
此
の
經
を
釋
す
と
は
︑
即
ち
三
意
と
爲
す
︒
一
に
は
序
分
を
通
ず
︒
二
に
は
正
說
を
通
ず
︒
三
に
流
通

を
釋
す
︒

一
に
序
分
を
通
ず
と
は
︑
如
來
︑
蓋
を
合
し
て
土
を
現
ず(�
)
︒
此
の
瑞
︑
正
し
く
是
れ
佛
國
を
說
き
表
す
︒
故
に
寶
積
述
歎
し
て
云

く(�
)
︑
﹁
今
︑
世
尊
に
此
の
微
蓋
を
奉
る
︒
中
に
於
い
て
我
が
三
千
界
を
現
ず
﹂
と
︒
寶
積
は
深
く
蓋
を
合
し
て
淨
土
を
說
か
ん
と
欲

す
る
を
知
る
故
に
︑
l
歎
し
竟
り
て
即
ち
佛
國
の
因
果
を
請
問
す
︒
瑞
を
現
ず
る
の
正
意
を
叙
述
す
る
は
︑
佛
國
を
說
か
ん
と
欲
す

る
を
表
す
な
り
︒

二
に
正
說
を
通
ず
る
を
明
か
す
と
は
︑
即
ち
三
分
の
經
文
有
り
︒
一
に
室
外
︑
二
に
室
內
︑
三
に
室
を
出
ず
る
な
り
︒

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
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一
に
室
外
を
通
ず
と
は
︑
三
品
半
の
文
︵
有
り
︶
︒
寶
積
︑
佛
國
の
因
果
を
說
く
を
請
う
︒
如
來
︑
佛
國
の
因
果
を
答
う
︒
故
に

佛
は
足
指
も
て
地
を
案
じ(�
)
︑
淨
土
を
現
じ
︑
諸
の
衆
生
を
し
て
大
乘
の
益
を
得
さ
し
め
︑
土
を
復
す
る
こ
と
故も
と

の
如
く
︑
聲
聞
を
求

む
る
人
に
小
乘
の
益
を
得
さ
し
む
る
な
り
︒
若
し
佛
國
の
依
報
の
義
を
解
せ
ざ
れ
ば
︑
豈
に
此
の
一
品
の
經
文
の
玄
旨
を
識
ら
ん
や
︒

次
に
方
便
品
を
通
ず
と
は
︑
國
王
・
長
者
の
爲
に
析
・
體
兩
種
の
觀
門
を
說
き
︑
佛
果
を
求
む
る
を
勸
む
︒

正
因
若
し
成
ぜ
ば
︑
依
因
則
ち
具
す
︒
諸
國
の
王
・
長
者
の
界
內
の
結
業
は
未
だ
斷
ぜ
ざ
る
も
︑
同
居
淨
國
に
生
ず
る
こ
と
を
得
︒

界
內
の
結
業
︑
若
し
斷
ぜ
ば
︑
則
ち
有
餘
土
に
生
ず
︒
若
し
成
佛
の
時
は
則
ち
二
種
の
衆
生(�
)
︑
其
の
國
に
來
生
す
︒

次
に
弟
子
品
を
通
ず
︒
十
大
弟
子
・
五
百
羅
漢
を
呵
す
︒
意
は
界
外
の
縁
集(�
)
を
斷
ず
る
に
在
り
︒
若
し
法
華
に
至
り
て
別
惑
を
斷

ず
れ
ば
︑
即
ち
果
報
國
に
生
じ
︑
後
に
成
佛
の
時
︑
三
種
の
衆
生($
)
︑
其
の
國
に
來
生
す
︒

次
に
菩
薩
品
を
通
ず
︒
四
大
菩
薩(%
)
及
び
八
千
の
菩
薩
を
呵
す
︒
若
し
︑
無
明
法
界
煩
惱(&
)
を
斷
ぜ
ば
︑
即
ち
常
寂
光
土
に
生
じ
︑
後

に
究
竟
玅
覺
の
佛
を
成
ず
る
時
︑
一
種
の
衆
生('
)
︑
其
國
に
生
ず
る
な
り
︒

(
�
)

如
來
蓋
を
合
し
て
土
を
現
ず

経
の
仏
国
品
で
︑
仏
が
献
上
さ
れ
た
蓋
を
一
つ
に
合
成
し
︑
ま
た
穢
土
を
浄
め
て
仏
国
土
を
現
出
し
た
こ

と
︒

(
�
)

寶
積
述
歎
し
て
云
く

『
維
摩
経
﹄
仏
国
品
に
﹁
今
奉
世
尊
此
微
蓋

於
中
現
我
三
千
界
﹂
と
あ
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
�
�
%
ｃ
︶
︒

(
�
)

地
を
案
じ

｢
案
﹂
は
︵
上
か
ら
下
へ
︶
押
さ
え
る
︑
の
意
︒
仏
が
足
の
指
で
地
面
を
押
さ
え
る
こ
と
︒
経
の
仏
国
品
に
は
﹁
於
是
佛
以

足
指
按
地
﹂
︵
同
上
︑
�
�
&
ｃ
︶
と
あ
る
︒

(
�
)

二
種
の
衆
生

凡
夫
と
聖
者
の
二
種
︒

(
�
)

界
外
の
縁
集

三
界
の
外
の
縁
起
集
成
の
こ
と
︒
不
思
議
変
易
生
死
を
指
す
︒
な
お
︑
青
木
隆
氏
に
よ
れ
ば
︵
﹁
青
木
隆
﹁
﹃
維
摩
経
文

疏
﹄
に
お
け
る
智
顗
の
四
土
說
に
つ
い
て
﹂
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
﹃
文
学
研
究
科
紀
要
﹄
別
冊
第
十
一
集
哲
学
・
史
学
編

p
.
5
2
︑
一
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九
八
五
年
一
月
︶
︑
﹁
諸
縁
積
集
﹂
の
こ
と
と
し
︑
ま
た
吉
津
宜
英
氏
に
よ
れ
ば
︑
﹁
縁
起
集
成
﹂
の
略
と
す
る
︵
吉
津
宜
英
﹁
慧
遠
の
仏
性

縁
起
說
﹂
﹃
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
研
究
紀
要
﹄
第
三
十
三
号
︑
一
七
三
頁
︑
一
九
七
五
年
三
月
︶
︒
青
木
氏
自
身
は
﹁
生
死
を
受
け
る
因
と
な

る
も
の
﹂
と
解
し
て
い
る
︵
青
木
同
前
論
文
同
頁
︶
︒
こ
こ
で
は
不
思
議
変
易
生
死
を
も
た
ら
す
縁
起
集
成
を
い
う
︒
﹃
訳
注
﹄
︵
二
︶
二
十

一
頁
注
︵
'
︶
を
参
照
︒

(
$
)

三
種
の
衆
生

声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
と
菩
薩
の
三
種
︒
四
教
の
範
疇
で
い
え
ば
︑
三
蔵
教
の
声
聞
縁
覚
︑
通
教
の
三
乗
︑
別
教
の
十
行

の
菩
薩
︑
円
教
の
十
信
の
後
心
の
菩
薩
を
い
う
︒

(
%
)

四
大
菩
薩

弥
勒
菩
薩
︑
光
厳
童
子
︑
持
世
菩
薩
︑
長
者
子
善
徳
の
四
人
の
菩
薩
を
い
う
︒

(
&
)

無
明
法
界
煩
惱

無
明
世
界
の
煩
悩
︒
無
明
に
よ
る
迷
い
の
世
界
の
煩
悩
の
意
︒
こ
こ
で
は
﹁
法
界
﹂
は
世
界
ほ
ど
の
意
味
か
︒

(
'
)

一
種
の
衆
生

円
教
の
菩
薩
を
指
す
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
6
9
c
1
1
-
4
7
0
a
9

二
通
室
內
六
品
經
文
者
︒
文
殊
問
病
︒
入
毗
耶
離
城
︒
淨
名
即
現
室
空
云
︒
以
十
方
諸
佛
國
土
空
故
現
室
空
也
︒
此
豈
非
正
表
顯

佛
國
義
︒
符
成
如
來
說
佛
國
也
︒
次
通
不
思
議
品
︒
現
須
彌
入
芥
等
不
思
議
事
︒
皆
是
佛
國
依
報
自
在
無
礙
也
︒
次
通
觀
衆
生
品
︒

天
女
住
室
十
有
二
年
︒
即
是
同
淨
名
︒
在
常
寂
國
︒
正
是
助
顯
佛
國
︒
故
云
十
方
諸
佛
淨
土
︒
常
現
此
室
︒
次
通
佛
道
品
者
︒
行
於

非
道
︒
通
達
佛
道
︒
即
是
於
不
淨
國
︒
顯
現
一
切
諸
淨
國
也
︒
故
淨
名
說
偈
云
︒
雖
知
諸
佛
國
及
以
衆
生
空
︒
而
常
修
淨
土
︒
教
化

諸
群
生
︒
次
通
入
不
二
法
門
品
︒
諸
菩
薩
各
說
入
不
二
法
門
者
︒
欲
破
前
二
土
無
明
︒
入
果
報
土
︒
住
常
寂
土
也
︒
次
香
積
品
︒
此

室
現
衆
香
之
淨
國
︒
對
娑
婆
穢
土
︒
即
是
證
成
室
內
五
品
︒
符
成
佛
說
菩
薩
淨
穢
兩
國
︒

三
通
出
室
﹇
4
7
0
a
﹈
兩
品
經
文
者
︒
菩
薩
行
品
︒
淨
名
掌
擎
大
衆
︒
還
菴
羅
園
︒
佛
對
阿
難
廣
說
種
種
佛
土
︒
復
宗
明
義
︒
若
不

精
解
︒
此
品
經
文
︒
何
由
可
別
︒
次
通
阿
閦
佛
品
︒
即
是
室
外
現
土
︒
證
成
如
來
說
種
種
土
︒
其
義
分
明
︒
聞
經
得
道
︒
倍
於
前
也
︒
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三
明
用
佛
國
釋
流
通
兩
品
者
︒
法
供
養
品
︒
天
帝
發
誓
傳
經
︒
如
來
印
可
︒
正
爲
流
通
不
思
議
解
脫
之
體
︒
佛
國
因
果
之
宗
也
︒

囑
累
品
︒
即
是
如
來
付
囑
彌
勒
及
阿
難
等
︒
流
通
不
思
議
解
脫
法
門
︒
及
上
來
所
明
佛
國
因
果
︒
令
使
不
絕
也
品
︒

【
書
き
下
し
】

二
に
室
内
の
六
品
の
經
文
を
通
ず
と
は
︑
文
殊
︑
病
を
問
う
て
毗
耶
離
城(�
)
に
入
る
︒
淨
名
は
即
ち
室
の
空
を
現
じ
て
云
く(�
)
︑
﹁
十

方
諸
佛
の
國
土
は
空
な
る
を
以
て
の
故
に
︑
室
の
空
を
現
ず
る
な
り
﹂
と
︒
此
れ
豈
に
正
し
く
佛
國
義
を
顯
す
る
を
表
し
︑
如
來
が

佛
國
を
說
く
こ
と
に
符
成(�
)
す
る
に
非
ざ
る
や
︒

次
に
不
思
議
品
を
通
ず
︒
須
彌
が
芥
に
入
る
等
の
不
思
議
の
事
を
現
ず
る(�
)
は
︑
皆
是
れ
佛
國
の
依
報
︑
自
在
無
礙
な
れ
ば
な
り
︒

次
に
觀
衆
生
品
を
通
ず
︒
天
女
室
に
住
す
る
こ
と
十
有
二
年(�
)
︑
即
ち
是
れ
淨
名
と
同
じ
く
常
寂
國
に
在
り
︒
正
し
く
是
れ
佛
國
を

助
顯
す
︒
故
に
十
方
諸
佛
の
淨
土
︑
常
に
此
の
室
に
現
ず($
)
と
云
う
︒

次
に
佛
道
品
を
通
ず
と
は
︑
非
道
を
行
じ
て
佛
道
に
通
達
す
る
は
︑
即
ち
是
れ
不
淨
國
に
一
切
諸
淨
國
を
顯
現
す
る
な
り
︒
故
に

淨
名
は
偈
を
說
い
て
云
く(%
)
︑
﹁
諸
佛
國
と
及
-
以
び
衆
生
と
は
空
な
り
と
知
る
と
雖
も
︑
而
も
常
に
淨
土
を
修
し
て
諸
の
群
生
を
教
化

す
﹂
と
︒

次
に
入
不
二
法
門
品
を
通
ず
︒
諸
の
菩
薩
︑
各
入
不
二
法
門
を
說
く
と
は
︑
前
の
二
土
の
無
明
を
破
し
︑
果
報
土
に
入
っ
て
︑
常

寂
土
に
住
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
︒

次
に
香
積
品
な
り
︒
此
の
室
︑
衆
香
の
淨
國
を
現
じ(&
)

︑
娑
婆
の
穢
土
に
對
せ
ば
︑
即
ち
是
れ
室
内
の
五
品
を
證
成('
)

し
︑
佛
が
菩
薩

の
淨
穢
兩
國
を
說
く
に
符
成
す
︒

三
に
出
室
の
兩
品
の
經
文
を
通
ず
と
は
︑
菩
薩
行
品
は
淨
名
︑
掌
も
て
大
衆
を
擎
し
て
菴
羅
園
へ
還
る(
)

︒
佛
︑
阿
難
に
對
し
て
廣

10

く
種
種
の
佛
土
を
說
く
︒
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宗
に
復
し
て
義
を
明
か
す
に
︑
若
し
精
し
く
解
せ
ず
ん
ば
︑
此
の
品
の
經
文
︑
何
に
由
り
て
別
つ
べ
き
や
︒

次
に
通
阿
閦
佛
品
を
通
ず
︒
即
ち
是
れ
室
外
に
土
を
現
じ
て
︑
如
來
が
種
種
の
土
を
說
く
を
證
成
す
︒
其
の
義
︑
分
明
な
り
︒
經

を
聞
い
て
得
道
す
る
こ
と
前
に
倍
す
る
な
り
︒

三
に
佛
國
を
用
い
て
流
通
の
兩
品
を
釋
す
る
を
明
か
す
と
は(
)

︑
法
供
養
品
に
天
帝
誓
を
發
し
︑
經
を
傳
う(
)

︒
如
來
印
可
し
た
も
う
︒

11

12

正
し
く
不
思
議
解
脱
の
體
︑
佛
國
の
因
果
の
宗
を
流
通
す
る
と
爲
す
な
り
︒
囑
累
品
は
即
ち
是
れ
如
來
︑
彌
勒
及
び
阿
難
等
に
付
囑

し
て
不
思
議
解
脱
法
門
及
び
上
來
明
か
す
所
の
佛
國
の
因
果
を
流
通
し
︑
絕
え
ざ
ら
し
む
る
な
り
︒

(
�
)

毗
耶
離
城

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
︵
V
a
iśā
lī︶
の
音
写
︒
ヴ
ァ
ッ
ジ
国
の
城
都
︒

(
�
)

淨
名
は
即
ち
⁝
⁝
云
く

問
疾
品
に
﹁
維
摩
詰
言
︒
諸
佛
國

土
亦
復
皆
空
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
4
c
︶
と
あ
る
︒

(
�
)

符
成

｢
符
﹂
は
割
り
符
︒
割
り
符
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
︑
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
こ
と
︒

(
�
)

須
彌
が
芥
に
入
⁝
⁝
現
ず
る

不
思
議
品
に
﹁
唯
應
度
者
乃
見
須
彌
入
芥
子
中
︒
是
名
住
不
思
議
解
脱
法
門
﹂
︵
同
前
︑
5
4
6
b
︶
と
あ
る
︒

(
�
)

天
女
室
に
住
す
る
こ
と
十
有
二
年

観
衆
生
品
に
﹁
舍
利
弗
︒
吾
止
此
室
十
有
二
年
︒
初
不
聞
說
聲
聞
辟
支
佛
法
︒
但
聞
菩
薩
大
慈
大
悲

不
可
思
議
諸
佛
之
法
︒
﹂
︵
同
前
︑
5
4
8
b
︶
と
あ
る
︒

(
$
)

十
方
諸
佛
の
⁝
⁝
に
現
ず

観
衆
生
品
に
﹁
此
室
一
切
諸
天
嚴
飾
宮
殿
︒
諸
佛
淨
土
皆
於
中
現
﹂
︵
同
前
︑
同
頁
同
段
︶
と
あ
る
︒

(
%
)

偈
を
說
い
て
云
く

｢
雖
知
諸
佛
國

及
與
衆
生
空

而
常
修
淨
土

教
化
於
群
生
﹂
︵
同
前
︑
5
5
0
a
︶

と
あ
る
︒

(
&
)

此
の
室
︑
衆
香
の
淨
國
を
現
じ

香
積
品
に
﹁
時
維
摩
詰
即
入
三
昧
︒
以
神
通
力
示
諸
大
衆
︒
上
方
界
分
過
四
十
二
恒
河
沙
佛
土
︒
有
國

名
衆
香
︒
佛
號
香
積
︒
今
現
在
其
國
香
氣
︒
比
於
十
方
諸
佛
世
界
︒
人
天
之
香
最
爲
第
一
﹂
︵
同
前
︑
5
5
2
a
︶
と
あ
る
︒

(
'
)

證
成

覚
り
が
完
成
す
る
の
意
が
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
間
違
い
な
く
成
立
す
る
ほ
ど
の
意
︒
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(

)

掌
も
て
大
衆
を
擎
し
て
菴
羅
園
へ
還
る

｢
擎
﹂
は
捧
げ
る
の
意
︒
掌
で
持
ち
上
げ
る
の
意
味
︒
大
衆
を
掌
で
持
ち
上
げ
て
菴
羅
樹
園
へ

10

還
っ
た
こ
と
︒
経
の
香
積
仏
品
に
﹁
維
摩
詰
即
以
神
力
︒
持
諸
大
衆
幷
師
子
座
︒
置
於
右
掌
︒
往
詣
佛
所
到
已
著
地
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑

5
5
3
b
︶
と
あ
る
︒

(

)

三
に
佛
國
を
用
い
て
⁝
⁝
明
か
す
と
は

仏
国
義
を
用
い
て
経
を
解
釈
す
る
に
つ
い
て
︑
序
分
︑
正
説
分
︑
流
通
分
の
三
段
の
解
釈
が
あ

11

る
う
ち
︑
第
三
の
流
通
分
の
解
釈
を
い
う
︒

(

)

法
供
養
品
に
天
帝
⁝
⁝
經
を
傳
う

経
に
﹁
爾
時
釋
提
桓
因
於
大
衆
中
白
佛
言
︒
世
尊
︒
我

雖
從
佛
及
文
殊
師
利
聞
百
千
經
︒
未
曽
聞

12

此
不
可
思
議
自
在
神
通
決
定
實
相
經
典
︒
︵
中
略
︶
世
尊
︒
若
有
受
持
讀
誦
如
説
修
行
者
︒
我
當
與
諸
眷
屬
供
養
給
事
︒
所
在
聚
落
城
邑
山

林
曠
野
有
是
經
處
︒
我
亦
與
諸
眷
屬
︒
聽
受
法
故
共
到
其
所
︒
其
未
信
者
當
令
生
信
︒
其
已
信
者
當
爲
作
護
︒
佛
言
︒
善
哉
善
哉
︒
天
帝
︒

如
汝
所
説
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
5
6
a
︶
と
あ
る
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
0
a
9
-
b
1
4

第
四
釋
品
者
︒
︿
此
即
卷
之
首
總
章
第
四
重
﹀
品
以
品
類
爲
義
︒
經
文
義
類
同
者
︒
晚
人
聚
爲
一
段
標
l
品
︒
但
此
品
題
應
云
序

品
︒
而
言
佛
國
品
者
︒
從
正
說
以
當
名
也
︒

問
︒
此
品
既
有
序
正
︒
何
得
但
用
佛
國
正
說
以
標
品
目
也
︒

答
︒
此
非
問
也
︒
若
用
序
當
品
︒
復
應
問
何
不
用
正
當
品
︒
今
解
餘
經
不
無
其
例
︒
如
摩
訶
般
若
初
半
品
是
序
︒
從
告
舍
利
弗
後

半
品
是
正
說
︒
而
用
序
標
品
復
應
何
妨
︒
若
不
許
此
經
序
分
受
正
說
名
者
︒
今
亦
不
許
大
品
初
半
品
是
序
︒
次
半
品
是
正
而
用
序
標

品
也
︒

問
︒
若
爾
定
應
用
序
標
題
也
︒

答
︒
金
光
明
經
由
藉
序
與
正
說
同
品
亦
應
爲
妨
︒
此
既
晚
人
安
品
厝
意
不
同
︒
非
佛
所
製
︒
亦
非
阿
難
︒
不
足
定
執
也
︒
此
經
雖
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不
標
序
品
爲
初
︒
而
序
義
宛
然
︒
事
須
懸
釋
也
︒
序
義
衆
多
︒
今
略
用
三
意
通
釋
︒
一
略
釋
序
義
︒
二
明
通
別
︒
三
約
觀
心
︒
一
略

釋
序
義
者
︒
略
用
三
義
解
釋
也
︒
一
序
以
次
序
爲
義
︒
二
序
以
由
藉
爲
義
︒
三
序
以
序
述
爲
義
︒
一
序
以
次
序
爲
義
﹇
4
7
0
b
﹈
者
︒

夫
著
文
初
次
名
之
爲
序
︒
今
如
是
六
義
是
佛
經
教
之
首
︒
故
名
爲
序
也
︒
二
序
以
由
藉
爲
義
者
︒
大
聖
說
教
必
須
由
藉
︒
是
以
現
瑞

表
發
︒
生
物
喜
心
︒
故
云
道
從
歡
喜
生
也
︒
以
此
爲
由
故
得
說
教
也
︒
三
序
以
序
述
爲
義
者
︒
物
情
既
生
欣
慕
︒
而
聖
意
難
量
︒
時

衆
歸
心
靡
知
所
趣
︒
所
以
須
假
高
位
弟
子
或
化
佛
菩
薩
預
先
l
述
︒
衆
疑
既
息
︒
歸
宗
有
在
︒
方
可
致
教
︒
故
云
序
述
也
︒

今
明
此
經
經
初
六
義
︒
即
是
次
序
︒
合
蓋
現
土
︒
即
是
由
藉
之
序
︒
寶
積
七
言
述
歎
︒
即
是
序
述
之
序
︒
問
︒
諸
經
悉
具
三
序
不
︒

答
︒
此
義
不
定
︒
有
具
不
具
︒
或
但
二
義
︒
或
但
一
義
︒
皆
爲
序
分
也
︒

問
︒
諸
序
所
訓
字
各
不
同
︒
何
得
俱
用
此
次
序
之
序
︒
通
會
衆
義
︒

答
︒
若
依
書
字(�
)
有
此
分
別
︒
經
之
意
竝
會
此
三
︒
義
在
既
備
︒
共
用
次
序
之
字
︒
亦
應
無
妨
︒
經
明
四
依
︒
依
義
不
依
語
也
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
書
字
略
疏
作
字
書
﹂
と
あ
る
︒
略
疏
で
は
︑
﹁
答
字
書
雖
爾
經
意
含
三
共
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
7
b
︶
の
よ
う
に

﹁
字
書
﹂
と
す
る
が
︑
今
は
採
ら
な
い
︒

【
書
き
下
し
】

第
四
に
品
を
釋
す
と
は(�
)
︿
此
れ
即
ち
卷
の
首
︑
總
章
の
第
四
重
﹀
品
は
品
類
を
以
て
義
と
爲
す
︒
經
文
の
義
︑
類
し
て
同
じ
と
は
︑

晚
人
聚
ま
り
一
段
と
爲
し
て
標
す
る
に
品
と
l
す
︒
但
だ
此
の
品
の
題
︑
應
に
序
品
と
云
う
べ
し
︒
而
し
て
佛
國
品
と
言
う
は
︑
正

說
に
從
っ
て
以
て
當
に
名
づ
く
る
べ
き
な
り
︒

問
う
︒
此
の
品
既
に
序
・
正
有
り
︒
何
ぞ
但
だ
佛
國
の
正
說
の
み
を
用
て
以
て
品
目
を
標
す
る
を
得
ん
や
︒

答
う
︒
此
れ
問
い
に
非
ざ
る
な
り
︒
若
し
序
を
用
て
品
に
當
つ
れ
ば
︑
復
た
應
に
問
う
べ
し
︒
何
ぞ
正
を
用
て
品
に
當
て
ざ
る
や
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と
︒
今
︑
餘
經
を
解
す
に
其
の
例
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
︒
摩
訶
般
若
の
如
き
︑
初
め
の
半
品
は
是
れ
序
︑
﹁
告
舍
利
弗
﹂
從
り
後
の

半
品
は
是
れ
正
說
に
し
て
︑
序
を
用
て
品
を
標
す(�
)
︒
復
た
應
に
何
の
妨
な
る
べ
し
︒
若
し
此
の
經
の
序
分
︑
正
說
の
名
を
受
く
る
こ

と
許
さ
れ
ず
ん
ば
︑
今
︑
亦
た
大
品
の
初
の
半
品
は
是
れ
序
︑
次
の
半
品
は
是
れ
正
に
し
て
︑
序
を
用
て
品
を
標
す
る
を
許
さ
ざ
る

な
り
︒

問
う
︒
若
し
爾
ら
ば
︑
定
ん
で
應
に
序
を
用
い
て
題
を
標
す
べ
き
な
る
や
︒

答
う
︒
金
光
明
經
の
由
藉
の
序
は
正
說
と
品
を
同
じ
く
す(�
)
︒
亦
た
應
に
妨
げ
と
爲
す
べ
き
や
︒
此
れ
既
に
晚
人
が
品
を
安
ん
じ
意

を
厝
︵
＝
措
︶
く
こ
と
不
同
に
し
て
︑
佛
の
製
す
る
所
に
非
ず
︒
亦
た
阿
難
に
非
ず
︒
定
ん
で
執
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
︒
此
の
經

は
序
品
を
標
し
て
初
と
爲
す
に
あ
ら
ず
と
雖
も
︑
而
し
て
序
の
義
は
宛
然
と
し
て
︑
事
は
須
ら
く
懸
釋(�
)
す
べ
き
な
り
︒

序
の
義
衆
多
な
り
︒
今
︑
略
し
て
三
意
を
用
て
通
釋
せ
ん
︒
一
に
は
序
の
義
を
略
釋
す
︒
二
に
は
通
別
を
明
か
す
︒
三
に
は
觀
心

に
約
す
︒

一
に
序
の
義
を
略
釋
す
と
は
︑
略
し
て
三
義
を
用
て
解
釋
す
る
な
り
︒
一
に
序
は
次
序
を
以
て
義
と
爲
す
︒
二
に
序
は
由
藉
を
以

て
義
と
爲
す
︒
三
に
序
は
序
述
を
以
て
義
と
爲
す
︒
一
に
序
は
次
序
を
以
て
義
と
爲
す
と
は
︑
夫
れ
文
の
初
次
を
著
す
を
こ
れ
を
名

づ
け
て
序
と
爲
す
︒
今
︑
是
く
の
如
き
六
義(�
)
は
︑
是
れ
佛
の
經
教
の
首は
じ

め
な
る
が
故
に
名
け
て
序
と
爲
す
な
り
︒
二
に
序
は
由
藉
を

以
て
義
と
爲
す
と
は
︑
大
聖
の
說
教
は
必
ず
由
藉
を
須
う
︒
是こ

こ

を
以
て
瑞
を
現
す
こ
と
表
發
し
て
︑
物
の
喜
心
を
生
ず
る
が
故
に

﹁
道
︑
歡
喜
從
り
生
ず
﹂
と
云
う
な
り($
)
︒
此
を
以
て
由
と
爲
す
が
故
に
說
教
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
︒
三
に
序
は
序
述
を
以
て
義
と

爲
す
と
は
︑
物
の
情
︑
既
に
欣
慕
を
生
ず
る
も
︑
し
か
し
て
聖
意
量
り
難
し
︒
時
の
衆
︑
歸
心
の
趣
く
所
を
知
る
こ
と
な
し
︒
所
以

に
高
位
の
弟
子
︑
或
は
化
佛
菩
薩
の
預
先(%
)

の
l
述
を
假
る
を
須
う
︒
衆
の
疑
︑
既
に
息
み
て
︑
歸
宗
在
る
こ
と
有
り
︒
方
に
教
を
致

す
べ
き
が
故
に
序
述
と
云
う
な
り
︒

今
︑
明
さ
く
︑
此
の
経
の
経
初
の
六
義
は
即
ち
是
れ
次
序
な
り
︒
合
蓋
現
土
は
即
ち
是
れ
由
藉
の
序
︑
宝
積
の
七
言
の
述
歎
は
即

智
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ち
是
れ
序
述
の
序
な
り
︒

問
う
︒
諸
経
は
悉
く
三
序
の
義
を
具
す
や
い
な
や
︒
答
う
︒
此
の
義
︑
定
ま
ら
ず
︒
具
︑
不
具
有
り
︒
或
い
は
但
だ
二
義
︑
或
い

は
但
だ
一
義
な
る
の
み
︒
皆
序
分
と
爲
す
な
り
︒

問
う
︒
諸
の
序
の
訓
ず
る
所
の
字
︑
各
不
同
な
り
︒
何
ぞ
俱
に
此
の
次
序
の
序
を
用
い
て
通
じ
て
衆
義
を
会
す
こ
と
を
得
ん
や
︒

答
う
︒
若
し
書
字
に
依
ら
ば
︑
此
の
分
別
有
り
︒
経
の
意
並
び
に
此
の
三
を
会
し
て
︑
義
在
り
て
既
に
備
わ
る
︒
共
に
次
序
の
序

を
用
い
る
こ
と
亦
た
応
に
妨
げ
無
か
る
べ
し
︒
経
に
四
依(&
)
を
明
か
す
︒
義
に
依
り
︑
語
に
依
ら
ざ
る
な
り
︒

(
�
)

第
四
に
品
を
釋
す
と
は

以
下
の
割
り
注
に
あ
る
よ
う
に
︑
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
科
文
総
章
に
Ⅰ

経
の
度
る
こ
と
尽
く
な
ら
ざ
る
を
明
か

す
︑
Ⅱ

略
し
て
文
を
分
か
つ
︑
Ⅲ

仏
国
義
を
弁
ず
︑
Ⅳ

品
を
釈
す
︑
Ⅴ

正
し
く
経
文
に
入
る
︑
の
五
章
が
あ
る
う
ち
の
﹁
Ⅳ

品

を
釈
す
﹂
に
相
当
す
る
︒
な
お
︑
﹃
訳
注
﹄
︵
一
︶
の
六
頁
の
科
文
参
照
︒

(
�
)

摩
訶
般
若
の
如
き
⁝
⁝
序
を
用
て
品
を
標
す

『
大
品
般
若
﹄
の
以
下
の
よ
う
な
文
は
本
来
︑
正
宗
分
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
︑
し
か

し
序
品
中
に
あ
る
︒
﹁
佛
知
衆
會
已
集
︒
佛
告
舍
利
弗
︒
菩
薩
摩
訶
薩
欲
以
一
切
種
智
知
一
切
法
︒
當
習
行
般
若
波
羅
蜜
︒
舍
利
弗
白
佛
言
︒

世
尊
︒
菩
薩
摩
訶
薩
云
何
欲
以
一
切
種
智
知
一
切
法
︒
當
習
行
般
若
波
羅
蜜
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑
2
1
8
c
︶
︒

(
�
)

金
光
明
經
の
由
藉
⁝
⁝
品
を
同
じ
く
す

｢
由
藉
﹂
は
︑
い
わ
れ
︑
縁
由
の
意
︒
﹃
訳
注
﹄
︵
一
︶
十
八
頁
注
︵
�
︶
参
照
︒
吉
蔵
﹃
仁
王

般
若
経
疏
﹄
に
も
﹁
言
序
品
第
一
者
發
起
由
藉
名
之
爲
序
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
3
1
5
a
︶
と
い
う
︒
こ
こ
で
は
﹃
金
光
明
経
﹄
の
縁
由

の
序
が
正
説
分
と
同
じ
品
の
中
に
あ
る
こ
と
を
い
う
︒
曇
無
讖
訳
﹃
金
光
明
経
﹄
序
品
の
次
の
寿
量
品
第
二
の
文
︑
﹁
爾
時
四
佛
︒
於
大
衆

中
略
以
偈
喩
說
釋
迦
如
來
所
得
壽
量
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
六
︑
3
3
6
a
︶
か
ら
正
宗
分
に
相
当
し
︑
そ
れ
以
前
の
寿
量
品
中
の
文
は
序
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
︒

(
�
)

懸
釋

(
両
方
に
︶
懸
け
て
解
釈
す
る
こ
と
︒
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﹃
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(
�
)

六
義

経
典
の
冒
頭
の
文
を
序
と
す
る
が
︑
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
定
型
句
に
な
っ
て
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
句
︑
﹁
如
是
﹂
を
信
成
就
︑

﹁
我
聞
﹂
を
聞
成
就
︑
﹁
一
時
﹂
を
時
成
就
︑
﹁
佛
﹂
を
主
成
就
︑
﹁
住
某
所
﹂
を
処
成
就
︑
﹁
与
衆
俱
﹂
を
衆
成
就
と
す
る
︒
六
成
就
と
も
い

う
︒

(
$
)

｢
道
︑
歡
喜
從
り
生
ず
﹂
と
云
う

『
籤
録
﹄
︵
巻
一
︑
十
四
オ
︶
の
指
示
に
よ
れ
ば
︑
﹃
大
宝
積
経
﹄
巻
十
一
の
﹁
以
是
喜
悦
發
大
道
意
﹂

︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
一
︑
6
1
c
︶
と
い
う
︒

(
%
)

化
佛
菩
薩
の
預
先
の
l
述

化
仏
菩
薩
は
﹃
籤
録
﹄
︵
同
前
巻
︑
同
頁
︶
に
よ
れ
ば
︑
﹃
金
光
明
経
﹄
寿
量
品
で
東
西
南
北
の
四
仏
が
応
現

し
︑
先
に
釈
迦
牟
尼
仏
の
寿
量
無
量
を
称
嘆
し
た
こ
と
を
い
う
と
す
る
︒
﹁
預
先
﹂
は
︑
前
も
っ
て
︑
予
め
︑
の
意
︒

(
&
)

四
依

依
義
不
依
語
︵
義
に
依
り
て
語
に
依
ら
ざ
れ
︶
︑
依
智
不
依
識
︵
智
に
依
り
て
識
に
依
ら
ざ
れ
︶
︑
依
了
義
経
不
依
不
了
義
経
︵
了

義
経
に
依
り
て
不
了
義
経
に
依
ら
ざ
れ
︶
︑
依
法
不
依
人
︵
法
に
依
り
て
人
に
依
ら
ざ
れ
︶
の
四
種
の
依
る
べ
き
も
の
と
依
ら
ざ
る
べ
き
も

の
︒
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
四
依
品
で
は
﹁
如
佛
所
説
是
諸
比
丘
當
依
四
法
︒
何
等
爲
四
︒
依
法
不
依
人
︒
依
義
不
依
語
︒
依
智
不
依
識
︒
依

了
義
經
不
依
不
了
義
經
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑
6
4
2
a
︶
と
あ
り
︑
曇
無
讖
訳
﹃
大
方
等
大
集
經
﹄
に
も
﹁
菩
薩
摩
訶
薩
有
四
依
法
︒
亦
不

可
盡
︒
何
等
爲
四
︒
依
義
不
依
語
︒
依
智
不
依
識
︒
依
了
義
經
不
依
不
了
義
經
︒
依
法
不
依
人
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
三
︑
2
0
5
a
︶
と
あ
る
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
0
b
1
4
-
c
1
7

二
明
通
別
者
︒
還
束
前
三
序
︒
以
爲
通
別
兩
序
︒
初
如
是
六
義
是
通
序
︒
現
瑞
序
述
二
序
合
爲
別
序
︒
所
言
通
者
︒
衆
經
之
初
︒

通
以
六
義
爲
首
名
通
序
︒
次
別
序
者
︒
衆
︵
經(�
)

︶
之
初
︒
現
瑞
不
同
︒
序
述
各
異
︒
有
所
表
發
異
故
︒
故
云
別
序
也
︒

問
︒
何
故
有
此
通
別
兩
序
不
同
︒

答
︒
具
如
前
解
︒
一
切
衆
經
名
題
︒
必
具
通
別
︒
今
因
別
名
︒
則
有
︵
別(�
)

︶
序
︒
有
別
言
教
也
︒
因
通
名
則
有
通
序
︒
通
皆
是
佛

之
所
說
也
︒
乃
至
約
前
明
行(�
)
通
別
理
通
別
︒
因
此
故
得
有
通
別
兩
序
義
︒

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
三
︶
︵
藤
井
)
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問
︒
若
以
通
別
兩
序
︒
從
別
通
兩
名
出
者
︒
立
名
則
前
別
後
通
︒
爲
序
何
得
前
通
後
別
耶
︒

答
︒
立
名
之
便
︒
應
前
別
後
通
︒
爲
序
之
便
︒
應
前
通
後
別
︒
﹇
4
7
0
c
﹈
復
次
一
途
明
義
︒
亦
前
別
後
通
︒
所
以
者
何
︒
如
現
瑞

由
藉
︒
是
在(�
)

說
經
之
前
︒
如
是
等
六
義
︒
乃
是
如
來
將
入
涅
槃
方
說
此
語
︒
故
知
在
後
︒
經
前
序
正
爲
發
起
現
在
弟
子
信
心
︒
經
後

序
爲
令
未
來
弟
子
生
信
︒

問
︒
若
爾
佛
在
世
經
︒
前
未
有
序
︒
不
名
經
也
︒

答
︒
別
序
前
雖
未
說
六
義
︒
佛
說
法
時
以
自
具
有
︒
得
名
經
也
︒

三
明
約
觀
心
對
通
別
兩
序
者
︒
心
即
是
通
︒
觀
即
是
別
︒
因
此
心
觀
成
就
一
切
佛
法
︒
故
觀
心
即
入
道
之
初
門
由
藉
也
︒

問
︒
若
爾
以
觀
心
是
入
道
筌
︒
爲
通
別
兩
序
義
者
︒
豈
不
顚
倒
耶
︒

答
︒
立
名
之
便
故
言
觀
心
︒
修
行
之
便
即
是
心
觀
︒
此
類
前
事
義
︒
理(�
)
釋
然
︒

問
︒
前
者
玄
義
處
處
明
觀
心
︒
已
恐
不
可
入
文
復
爾
︒
將
不
壞
亂
經
教
耶
︒

答
︒
說
經
教
者
︒
本
爲
教
人
入
道
︒
懷
道
之
賢
︒
觸
處
觀
行
︒
豈
有
尋
求
聖
典
︒
而
不
觀
行
者
乎
︒
但
巧
說
得
宜
︒
非
止
無
損
文

義
︒
兼
得
觀
慧
分
別($
)
︒
豈
致
壞
亂
之
咎
也
︒

維
摩
詰
經
文
疏
巻
第
一

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
衆
下
疑
脫
經
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
﹁
名
通
序
︒
衆
經
之
初
現
瑞
不
同
序
述
各
異
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑

5
6
7
b
︶
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
今
︑
﹁
經
﹂
の
一
字
を
補
う
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
序
上
疑
脫
別
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
﹁
今
因
別
名
則
有
別
序
︒
有
別
言
教
﹂
︵
同
前
︑
同
頁
︶
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら

も
﹁
別
﹂
の
一
字
を
補
う
︒

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
三
︶
︵
藤
井
)
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五



(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
行
明
疑
倒
當
作
明
行
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
﹁
若
因
通
名
則
有
通
序
︒
行
理
通
別
因
此
而
有
兩
序
﹂
︵
同
前
︑
同
頁
︶
と

あ
っ
て
︑
行
と
理
の
通
別
を
い
う
の
で
︑
テ
キ
ス
ト
の
こ
の
箇
所
は
﹁
行
通
別
﹂
﹁
理
通
別
﹂
の
二
種
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ

れ
ゆ
え
︑
今
︑
語
順
を
﹁
行
明
﹂
か
ら
﹁
明
行
﹂
に
改
め
る
︒

(
�
)

﹁
在
﹂
の
字
は
︑
も
と
の
テ
キ
ス
ト
で
は
﹁
昔
﹂
の
字
︒
欄
外
注
記
に
﹁
昔
疑
誤
當
作
在
﹂
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
﹁
在
﹂
に
改
め
る
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
理
上
疑
脫
其
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
類
前
事
義
︒
其
理
顯
然
﹂
︵
同
前
巻
︑
5
6
7
c
︶
と
あ
る
が
︑
意
味
上
に
違
い

が
な
い
の
で
今
は
採
ら
な
い
︒

(
$
)

欄
外
注
記
に
﹁
別
疑
誤
當
作
明
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
兼
得
觀
慧
分
明
分
別
法
門
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
る
が
︑
﹁
分
別
﹂
と
﹁
分
明
﹂

と
で
は
意
味
が
異
な
る
︒
﹃
文
疏
﹄
の
つ
づ
め
た
表
現
を
﹃
略
疏
﹄
は
敷
衍
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
︑
今
は
採
ら
な
い
︒

【
書
き
下
し
】

二
に
通
別
を
明
か
す
と
は
︑
還
た
前
の
三
序
を
束
ね
て
以
て
通
別
両
序
と
爲
す
︒
初
め
の
﹁
如
是
﹂
の
六
義
は
是
れ
通
序
な
り
︒

現
瑞
と
序
述
の
二
序
を
合
し
て
別
序
と
爲
す
︒
言
う
所
の
通
と
は
︑
衆
經
の
初
め
は
通
じ
て
六
義
を
以
て
首
め
と
爲
し
︑
通
序
と
名

づ
く
︒

次
に
別
序
と
は
︑
衆
︵
經
︶
の
初
め
︑
現
瑞
は
不
同
な
り
︒
序
述
は
各
異
な
る
︒
表
発
す
る
と
こ
ろ
に
異
な
り
有
る
が
故
に
︒
故

に
別
序
と
云
う
な
り
︒

問
う
︒
何
が
故
に
此
の
通
別
両
序
の
不
同
有
る
や
︒

答
う
︒
具
さ
に
は
前
の
解
の
如
し
︒
一
切
衆
經
の
名
題
必
ず
通
別
を
具
す
︒
今
︑
別
名
に
因
れ
ば
︑
則
ち
︵
別
︶
序
有
り
︒
別
の

言
教
有
る
な
り
︒
通
名
に
因
ら
ば
︑
則
ち
通
序
有
り
︒
通
じ
て
皆
是
れ
佛
の
所
說
な
り
︒
乃
至
前
の
行
の
通
別
︑
理
の
通
別
を
明
か

す
に
約
す
︒
此
れ
に
因
る
が
故
に
︑
通
別
の
両
序
の
義
有
る
こ
と
を
得
︒

智
顗
撰
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
訳
注
︵
三
︶
︵
藤
井
)
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問
う
︒
若
し
通
別
の
両
序
︑
別
・
通
の
両
名
よ
り
出
ず
る
を
以
て
せ
ば
︑
名
を
立
つ
る
こ
と
則
ち
︑
前
は
別
︑
後
は
通
な
り
︒
序

と
爲
す
は
︑
何
ぞ
前
の
通
︑
後
の
別
な
る
を
得
ん
や
︒

答
う
︒
名
を
立
つ
る
の
便
は
︑
応
に
前
の
別
︑
後
の
通
な
る
べ
し
︒
序
と
爲
す
の
便
は
応
に
前
の
通
︑
後
の
別
な
る
べ
し(�
)

︒

復
た
次
に
一
途
に
義
を
明
か
さ
ば
︑
前
の
別
︑
後
の
通
な
り
︒
所
以
は
何
ん
︒
現
瑞
︑
由
藉
の
如
き
は
是
れ
說
經
の
前
に
在
り
︒

﹁
如
是
﹂
の
六
義
は
乃
ち
是
れ
如
来
将
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
し
て
方
に
此
の
語
を
說
く
︒
故
に
知
ん
ぬ
︒
後
に
在
る
こ
と
を
︒
經
の

前
の
序
は
正
し
く
現
在
の
弟
子
の
信
心
を
發
起
せ
ん
が
爲
に
し
て
︑
經
の
後
の
序
は
未
来
の
弟
子
を
し
て
信
を
生
ぜ
し
め
ん
が
爲
な

り
︒問

う
︒
若
し
爾
ら
ば
佛
の
在
世
の
經
に
前
に
未
だ
序
有
ら
ず
︑
經
と
名
づ
け
ざ
る
や(�
)
︒

答
う
︒
別
序
の
前
に
未
だ
六
義
を
說
か
ざ
る
と
雖
も
︑
佛
︑
說
法
の
時
︑
自
ら
具
さ
に
有
る
を
以
て
經
と
名
づ
く
る
を
得
る
な
り
︒

三
に
觀
心
に
約
し
て
通
別
両
序
に
対
す
る
を
明
か
さ
ば
︑
心
即
ち
通
︑
觀
即
ち
是
れ
別
な
り
︒
此
の
心
と
觀
に
因
り
て
一
切
佛
法

を
成
就
す
︒
故
に
觀
心
は
即
ち
入
道
の
初
門
︑
由
藉
な
り
︒

問
う
︒
若
し
爾
ら
ば
觀
心
是
れ
入
道
の
筌(�
)
た
る
を
以
て
通
別
の
両
序
の
義
と
爲
さ
ば
豈
に
顚
倒
な
ら
ざ
ら
ん
や
︒

答
う
︒
立
名
の
便
の
故
に
觀
心
と
言
う
︒
修
行
の
便
な
れ
ば
心
觀
な
り
︒
此
れ
前
の
事
の
義
な
り
︒
︵
其
の
︶
理
︑
釋
然
た
り(�
)
︒

問
う
︒
前
は
﹃
玄
義
﹄
の
処
々
に
觀
心
を
明
か
す
︒
已
で
に
恐
ら
く
は
入
文(�
)
復
た
爾
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
将
に
經
教
を
壊
乱
す

べ
か
ら
ざ
る
や
︒

答
う
︒
經
教
を
說
く
は
本
︑
人
に
教
え
︑
道
に
入
ら
し
む
る
爲
な
り
︒
道
を
懐
く
の
賢
︑
触
処
に($
)
觀
行(%
)
す
︒
豈
に
聖
典
を
尋
ね
求

め
て
觀
行
せ
ざ
ら
ん
や
︒
但
だ
巧
み
に
說
い
て
宜
し
き
を
得
て
︑
止た

だ
文
義
を
損
ず
る
無
き
に
非
ず
︑
兼
ね
て
觀
慧(&
)
の
分
別
を
得
︒

豈
に
壊
乱
の
咎
に
致
ら
ん
や
︒

維
摩
詰
経
文
疏
巻
第
一

智
顗
撰
﹃
維
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経
文
疏
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訳
注
︵
三
︶
︵
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井
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(
�
)

名
を
立
つ
る
の
便
は
⁝
⁝
別
な
る
べ
し

経
典
は
個
々
別
々
の
名
称
が
あ
る
の
で
︑
経
典
名
を
強
調
す
る
場
合
は
前
に
別
序
︑
後
に
通
序

と
す
る
方
が
都
合
が
よ
い
が
︑
經
の
序
文
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
︑
前
に
通
序
︑
後
に
別
序
の
方
が
都
合
が
よ
い
︑
と
い
う
意
︒

(
�
)

若
し
爾
ら
ば
⁝
⁝
名
づ
け
ざ
る
や

仏
在
世
の
時
の
説
法
は
︑
ま
だ
﹁
如
是
我
聞
﹂
以
下
︑
六
義
の
通
序
が
存
在
し
な
い
か
ら
︑
厳
密
に

は
経
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
問
い
︒

(
�
)

入
道
の
筌

仏
道
に
入
る
手
段
︒
﹁
筌
﹂
は
竹
で
編
ん
だ
魚
を
捕
ら
え
る
漁
具
︒
転
じ
て
広
く
手
段
の
意
︒
﹁
筌
蹄
﹂
と
熟
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
︒

(
�
)

立
名
の
便
の
故
に
⁝
⁝
釈
然
た
り

｢
觀
﹂
を
別
︑
﹁
心
﹂
を
通
と
す
る
な
ら
ば
︑
﹁
觀
心
﹂
で
は
別
︑
通
の
順
に
な
る
が
︑
そ
れ
は
経
名

を
強
調
す
る
の
に
便
利
だ
か
ら
で
あ
り
︑
修
行
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
︑
逆
の
﹁
心
觀
﹂
︑
す
な
わ
ち
︑
通
︑
別
の
順
に
な
る
︒
こ
の
道
理

は
先
の
場
合
と
同
様
で
明
ら
か
で
あ
る
︑
と
い
う
意
味
︒

(
�
)

入
文

経
文
に
当
た
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
︒
入
文
解
釈
な
ど
と
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
︒

(
$
)

触
処
に

｢
触
﹂
は
知
覚
認
識
と
外
界
の
対
象
と
の
接
触
を
い
う
︒
触
処
は
︑
感
覚
知
覚
作
用
が
働
く
場
を
い
う
︒
こ
こ
で
は
身
に
触
れ
︑

肌
で
感
ず
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
も
︑
ほ
ど
の
意
︒

(
%
)

觀
行

禅
定
の
実
践
の
こ
と
︒

(
&
)

觀
慧

禅
定
に
よ
る
智
慧
の
こ
と
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
0
c
2
1
-
4
7
1
a
1
7

維
摩
羅
詰
經
文
疏
卷
第
二
︿
從
如
是
訖
菴
羅
樹
園
﹀

第
五
明
入
經
文
︒
今
釋
通
別
序
者
︒
即
爲
二
意
︒
一
釋
通
序
如
是
等
六
義
︒
二
釋
別
序
︒
如
現
瑞
︒
先
釋
通
序
六
義
者
︒
六
義
通

智
顗
撰
﹃
維
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経
文
疏
﹄
訳
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︵
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︵
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爲
衆
經
之
序
︒
復
須
爲
兩
義
分
別
︒
一
總
釋
︒
﹇
4
7
1
a
﹈
二
別
釋
︒
一
總
釋
如
是
我
聞
者
︒
是
佛
教
阿
難
等
諸
大
弟
子
︒
說
入
佛
法

相
︒
大
智
論
云
︒
佛
將
入
涅
槃
︒
阿
難
親
屬
愛
結
未
除
︒
心
沒
憂
海
︒
阿
泥
樓
駄
語
阿
難
言
︒
汝
是
守
護
佛
法
人
︒
若
於
未
來
事
有

疑
者
︒
及
時
諮
決
︒
何
爲
在
憂
海
︒
如
世
凡
人
︒
阿
難
得
念
道
力
︒
悶
心
得
醒
︒
即
以
四
事
請
問
︒
一(�
)

佛
涅
槃
後
︒
我
等
云
何
修
道
︒

二
問
誰
當
作
師
︒
三
問
惡
口
車
匿
云
何
共
住
︒
四
問
佛
經
初
首
作
何
等
語
︒
︵
佛(�
)

︶
告
阿
難
︒
若
今
現
在
︒
若
去
世
後
︒
依
四
念
處

修
道
︒
解
脫
戒
經
是
汝
大
師
︒
身
業
口
業
應
如
是
行
︒
惡
口
車
匿
︒
依
梵
法
治
︒
若
其
心
輭
伏(�
)
︑
教
那
陀
迦
旃
延
經
︒
即
得
入
道
︒

是(�
)
我
三
大
阿
僧
祇
劫
所
集
法
寶
藏
︒
是(�
)
初
應
作($
)
是
說
︒
如
是
我
聞
︒
一
時
佛
在
︒
某
方
某
國
土
某
處
所
樹
林
中
︒
非
獨
我
法
初
安
如

是
語
︒
過
去
未
來
現
在
諸
佛
經
初
首
︒
亦
安
是
語
︒
知(%
)
如
是
我
聞
六
義
︒
即
是
通
序
︒
一
切
衆
經
︒
悉
安
初
首
此
之
義
︒
亦
名
遺
囑

序
︒
如
來
遺
言
所
囑
︒
以
此
標
經
首
也
︒
亦
名
經
前
序
︒
三
世
諸
佛
經
前
︒
皆
須
安
此
語
也
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
一
下
疑
脫
問
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
一
問
佛
涅
槃
後
云
何
修
道
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
7
c
︶
と
あ
る
が
︑

﹁
問
﹂
の
一
字
が
な
く
と
も
意
は
通
じ
る
の
で
︑
今
は
採
ら
な
い
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
告
上
疑
脫
佛
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
佛
告
阿
難
若
今
現
在
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
り
︑
意
味
上
か
ら
も
必
要
な
の
で
︑

今
﹁
佛
﹂
を
補
う
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
復
疑
誤
當
作
伏
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
に
も
﹁
若
其
心
亜
伏
﹂
︵
同
前
巻
︑
5
6
8
a
︶
と
あ
る
︒
﹃
大
智
度
論
﹄
に
﹁
若
心

濡
伏
者
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
6
c
︶
と
あ
る
の
で
︑
今
︑
テ
キ
ス
ト
の
﹁
復
﹂
を
﹁
伏
﹂
に
改
め
る
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
是
字
疑
誤
當
作
也
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
に
﹁
即
得
入
道
︒
我
三
僧
祇
所
集
法
藏
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
り
︑
﹁
是
﹂
の
字
は

な
い
︒
意
味
上
は
﹃
略
疏
﹄
の
方
が
通
り
易
い
が
︑
今
は
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
下
是
疑
當
作
之
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
所
集
法
藏
︒
初
應
作
如
是
説
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
っ
て
﹁
是
﹂
の
字
は
な
い
︒

今
は
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒
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(
$
)

欄
外
注
記
に
﹁
作
下
疑
脱
如
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
所
集
法
藏
︒
初
應
作
如
是
説
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
る
が
︑
今
は
意
味
上
の
相
違

は
な
い
の
で
︑
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒

(
%
)

欄
外
注
記
に
﹁
知
上
疑
脱
故
字
﹂
と
あ
る
︒
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
故
知
六
義
即
是
通
序
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
る
︒
し
か
し
︑
今
は
﹁
故
﹂
の
字
が

な
く
と
も
意
味
は
通
じ
る
の
で
︑
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒

【
書
き
下
し
】

第
五
に
經
文
に
入
る
を
明
か
す
︒
今
︑
通
別
の
序
を
釋
す
と
は
︑
即
ち
二
意
と
爲
す
︒
一
に
は
通
序
の
﹁
如
是
﹂
等
の
六
義
を
釋

す
︒
二
に
は
別
序
を
釋
す
︒
現
瑞
の
如
し
︒
先
に
通
序
の
六
義
を
釋
す
と
は
︑
六
義
は
通
じ
て
衆
經
の
序
た
り
︒
復
た
須
く
両
義
を

爲
し
て
分
別
す
べ
し
︒

一
に
総
じ
て
釋
し
︑
二
に
別
し
て
釋
す
︒

一
に
総
じ
て
﹁
如
是
我
聞
﹂
を
釋
さ
ば
︑
是
れ
佛
︑
阿
難
等
の
諸
大
弟
子
に
教
え
て
︑
佛
法
に
入
る
相
を
說
く
︒
﹃
大
智
論
﹄
に

云
く(�
)
︑
﹁
佛
将
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
る
に
︑
阿
難
は
親
属
の
愛
結(�
)
未
だ
除
か
れ
ず
︒
心
は
憂
海
に
没
せ
り
︒
阿
泥
樓
駄(�
)
︑
阿
難
に

語
っ
て
言
わ
く
︑
﹃
汝
は
是
れ
佛
法
を
守
護
す
る
人
な
り
︒
若
し
未
來
事
に
お
い
て
疑
い
有
れ
ば
︑
時
に
及
ん
で
諮
っ
て
決
せ
ん
︒

何
す
れ
ぞ
憂
海
に
在
る
こ
と
世
の
凡
人
の
如
く
な
る
や
﹄
と
︒
阿
難
︑
道
力(�
)
を
念
ず
る
こ
と
を
得
て
︑
悶
心
醒
め
る
こ
と
を
得
て
︑

即
ち
四
事
を
以
て
請
問
す
︒

一
に
佛
涅
槃
の
後
︑
我
等
云
何
し
て
道
を
修
め
ん
︒
二
に
問
う
︒
誰
を
か
當
に
師
と
作
す
べ
き
や
︒
三
に
問
う
︒
惡
口
の
車
匿(�
)

と

云
何
が
共
に
住
せ
ん
︒
四
に
問
う
︒
佛
經
の
初
首
に
何
等
の
語
を
作
さ
ん
や
と
︒
︵
佛
︶
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
︑
﹃
若
し
は
今
現
在
︑

若
し
は
世
を
去
っ
て
後
︑
四
念
處($
)

に
依
り
て
道
を
修
せ
よ
︒
﹃
解
脫
戒
經(%
)

﹄
は
是
れ
汝
の
大
師
な
り
︒
身
業
口
業
に
て
應
に
是
く
の

如
く
行
ぜ
よ
︒
惡
口
の
車
匿
は
梵
法(&
)
に
依
り
て
治
せ
︒
若
し
其
の
心
輭
伏
せ
ば
︑
﹃
那
陀
迦
旃
延
經('
)
﹄
を
教
う
れ
ば
︑
即
ち
道
に
入
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﹃
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る
こ
と
を
得
︒
是
の
我
が
三
大
阿
僧
祇
劫
に
集
む
る
所
の
法
寶
藏
は
︑
是
の
初
め
に
應
に
是
の
說
を
作
す
べ
し
︒
﹃
如
是
我
聞
︒
一

時
佛
在
︒
某
方
某
國
土
某
處
所
樹
林
中
﹄
と
︒
獨
り
我
が
法
の
み
︑
初
め
に
﹁
如
是
﹂
の
語
を
安
ず
る(
)

に
非
ず
︒
過
去
・
未
來
・
現

10

在
の
諸
佛
の
經
の
初
首
︑
亦
た
是
の
語
を
安
ず
﹄
﹂
と
︒

知
ん
ぬ
︒
﹁
如
是
我
聞
﹂
の
六
義
は
即
ち
是
れ
通
序
な
る
を
︒
一
切
衆
經
悉
く
初
首
に
此
の
義
を
安
ず
︒
亦
た
遺
囑
序
と
名
づ
く
︒

如
来
の
遺
言
の
囑
す
る
所
︑
此
れ
を
以
て
經
首
と
標
す
る
な
り
︒
亦
た
經
の
前
序
と
名
づ
く
︒
三
世
の
諸
佛
の
經
の
前
︑
皆
︑
須
く

此
の
語
を
安
ず
る
な
り
︒

(
�
)

『
大
智
論
﹄
に
云
く

『
大
智
度
論
﹄
巻
二
に
﹁
如
佛
般
涅
槃
時
︒
於
俱
夷
那
竭
國
薩
羅
雙
樹
間
︒
北
首
臥
將
入
涅
槃
︒
爾
時
阿
難
親
屬
愛

未
除
未
離
欲
故
︒
心
沒
憂
海
不
能
自
出
︒
爾
時
長
老
阿
泥
盧
豆
語
阿
難
︒
汝
守
佛
法
藏
人
︒
不
應
如
凡
人
自
沒
憂
海
︒
一
切
有
爲
法
是
無
常

相
︒
汝
莫
愁
憂
︒
又
佛
手
付
汝
法
︒
汝
今
愁
悶
失
所
受
事
︒
汝
當
問
佛
︒
佛
般
涅
槃
後
我
曹
云
何
行
道
︒
誰
當
作
師
︒
惡
口
車
匿
云
何
共
住
︒

佛
經
初
作
何
等
語
︒
如
是
種
種
未
來
事
應
問
佛
︒
阿
難
聞
是
事
︒
悶
心
小
醒
得
念
道
力
︒
助
於
佛
末
後
臥
床
邊
︒
以
此
事
問
佛
︒
佛
告
阿
難
︒

若
今
現
前
︒
若
我
過
去
後
︒
自
依
止
︒
法
依
止
︒
不
餘
依
止
︒
云
何
比
丘
自
依
止
︒
法
依
止
不
餘
依
止
︒
於
是
比
丘
内
觀
身
︒
常
當
一
心
智

慧
勤
修
精
進
︒
除
世
間
貪
憂
︒
外
身
内
外
身
觀
亦
如
是
︒
受
心
法
念
處
亦
復
如
是
︒
是
名
比
丘
自
依
止
︒
法
依
止
︒
不
餘
依
止
︒
從
今
日
解

脱
戒
經
即
是
大
師
︒
如
解
脱
戒
經
說
︒
身
業
口
業
應
如
是
行
︒
車
匿
比
丘
我
涅
槃
後
︒
如
梵
法
治
︒
若
心
濡
伏
者
︒
應
教
刪
陀
迦
旃
延
經
︒

即
可
得
道
︒
復
次
我
三
阿
僧
祇
劫
所
集
法
寶
藏
︒
是
藏
初
應
作
是
說
︒
如
是
我
聞
一
時
佛
在
某
方
某
國
土
某
處
樹
林
中
︒
何
以
故
︒
過
去
諸

佛
經
初
︒
皆
l
是
語
︒
未
來
諸
佛
經
初
︒
亦
l
是
語
︒
現
在
諸
佛
末
後
般
涅
槃
時
︒
亦
教
l
是
語
︒
今
我
般
涅
槃
後
︒
經
初
亦
應
l
如
是
我

聞
一
時
﹂
と
あ
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
6
b
-c
︶
︒

(
�
)

親
属
の
愛
結

｢
愛
結
﹂
は
煩
悩
の
こ
と
︒
阿
難
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
従
弟
で
︑
血
縁
者
で
あ
る
か
ら
︑
親
族
と
し
て
の
煩
悩
が
あ
る
こ
と

を
い
う
︒
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﹃
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(
�
)

阿
泥
樓
駄

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

A
n
iru
d
d
h
a
︑
パ
ー
リ
語

A
n
u
ru
d
d
h
a
の
音
写
︒
阿
那
律
と
も
︒
天
眼
第
一
と
さ
れ
る
仏
の
十
大
弟
子

の
一
人
︒

(
�
)

道
力

修
行
道
の
実
践
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
不
思
議
な
霊
力
の
こ
と
を
い
う
か
︒
﹃
中
本
起
經
﹄
還
至
父
國
品
で
は
﹁
佛
勅
目
連
︒
現

汝
道
力
︒
目
連
受
教
︒
飛
升
虚
空
︒
出
沒
七
反
︒
身
出
水
火
︒
從
上
來
下
︒
前
禮
佛
足
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
︑
1
5
5
c
︶
と
あ
り
︑
道
力
の
内

容
を
︑
空
中
を
飛
翔
し
た
り
︑
身
体
か
ら
火
や
水
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
と
し
て
い
る
︒

(
�
)

惡
口
の
車
匿

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

C
h
a
n
d
a
k
a
の
音
写
︒
釈
尊
の
太
子
時
代
の
従
僕
と
さ
れ
︑
釈
尊
が
出
家
し
て
カ
ピ
ラ
城
を
出
る
と
き
︑

馭
者
と
し
て
従
っ
た
と
さ
れ
る
が
︑
別
な
伝
承
で
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
出
身
と
も
い
わ
れ
る
︒
釈
尊
が
成
道
後
に
初
め
て
帰
城
し
た
時
に
出
家

し
た
と
さ
れ
る
︒
そ
の
性
︑
高
慢
で
︑
他
の
比
丘
達
と
和
合
せ
ず
︑
し
ば
し
ば
悪
口
し
た
の
で
︑
六
群
比
丘
の
一
人
に
数
え
ら
れ
︑
悪
口
車

匿
と
言
わ
れ
た
︒

(
$
)

四
念
處

仏
道
修
行
に
お
け
る
観
法
の
一
種
︒
三
十
七
道
品
の
う
ち
の
一
科
︒
身
念
處
・
受
念
處
・
心
念
處
・
法
念
處
の
四
種
︒
身
は
不

浄
な
り
︑
受
は
苦
な
り
︑
心
は
無
常
な
り
︑
法
は
無
我
な
り
と
そ
れ
ぞ
れ
観
察
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
観
慧
を
発
す
る
︒

(
%
)

『
解
脫
戒
經
』

こ
の
経
典
︑
未
詳
︒
す
べ
て
の
戒
本
は
解
脱
戒
経
と
呼
ば
れ
る
か
ら
︑
こ
こ
で
も
特
定
の
経
典
を
指
す
の
で
は
な
く
︑
仏

在
世
中
に
制
定
さ
れ
た
戒
の
総
体
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑
本
学
の
末
木
康
弘
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
に
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
四
に
般
若

流
支
訳
に
よ
る
同
名
の
経
典
が
収
載
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
経
の
内
容
は
飲
光
部
の
伝
持
す
る
戒
本
で
あ
り
︑
根
本
説
一
切
有
部
律
戒
本
と
類

似
す
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
戒
本
と
﹃
大
智
度
論
﹄
の
い
う
経
と
の
関
係
は
不
明
︒

(
&
)

梵
法

梵
壇
︵
b
ra
h
m
a
d
a
ṅ
ḋ
a
︶
と
い
い
︑
も
と
バ
ラ
モ
ン
の
退
治
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
い
う
︒
僧
団
内
で
︑
こ
の
罰
を
受
け
る

者
に
対
し
︑
沈
黙
を
守
っ
て
話
し
相
手
に
な
ら
ず
孤
立
さ
せ
る
方
法
︒

(
'
)

『
那
陀
迦
旃
延
經
』

詳
細
未
検
︒
﹃
籤
録
﹄
は
﹃
雑
阿
含
﹄
巻
十
に
︑
阿
難
が
闡
陀
︵
車
匿
︶
の
た
め
に
離
有
無
経
を
説
き
︑
そ
れ
に
よ

っ
て
闡
陀
は
遠
塵
離
苦
し
た
が
︑
こ
の
経
は
も
と
も
と
大
迦
旃
延
の
た
め
に
説
い
た
の
で
那
陀
迦
旃
延
經
と
い
う
の
だ
と
す
る
︵
巻
一
︑
十
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五
︑
オ
袞
ウ
︶
︒
﹃
雑
阿
含
﹄
巻
十
に
は
﹁
時
尊
者
阿
難
語
闡
陀
言
︒
善
哉
闡
陀
︒
我
意
大
喜
︒
我
慶
仁
者
︒
能
於
梵
行
人
前
無
所
覆
藏
︒
破

虚
僞
刺
︒
闡
陀
︒
愚
癡
凡
夫
︒
所
不
能
解
︒
色
無
常
︒
受
想
行
識
無
常
︒
一
切
諸
行
無
常
︒
一
切
法
無
我
︒
涅
槃
寂
滅
︒
汝
今
堪
受

勝
妙

法
︒
汝
今
諦
聽
︒
當
爲
汝
説
︒
時
闡
陀
作
是
念
︒
我
今
歡
喜
得
勝
妙
心
︒
得
踊
悦
心
︒
我
今
堪
能
受
勝
妙
法
︒
爾
時
阿
難
語
闡
陀
言
︒
我
親

從
佛
聞
︒
教
摩
訶
迦
旃
延
言
︒
世
人
顚
倒
依
於
二
邊
︒
若
有
若
無
︒
世
人
取
諸
境
界
︒
心
便
計
著
︒
迦
旃
延
︒
若
不
受
不
取
不
住
不
計
於
我
︒

此
苦
生
時
生
滅
時
滅
︒
迦
旃
延
︒
於
此
不
疑
不
惑
︒
不
由
於
他
︒
而
能
自
知
︒
是
名
正
見
︒
如
來
所
説
︒
所
以
者
何
︒
迦
旃
延
︒
如
實
正
觀
︒

世
間
集
者
︒
則
不
生
世
間
無
見
如
實
正
觀
︒
世
間
滅
則
不
生
世
間
有
見
︒
迦
旃
延
︒
如
來
離
於
二
邊
︒
説
於
中
道
︒
所
謂
此
有
故
彼
有
︒
此

生
故
彼
生
︒
謂
縁
無
明
有
行
︒
乃
至
生
老
病
死
憂
悲
惱
苦
集
︒
所
謂
此
無
故
彼
無
︒
此
滅
故
彼
滅
︒
謂
無
明
滅
則
行
滅
︒
乃
至
生
老
病
死
憂

悲
惱
苦
滅
︒
尊
者
阿
難
説
是
法
時
︒
闡
陀
比
丘
遠
塵
離
垢
︒
得
法
眼
淨
﹂
と
あ
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
︑
6
6
c
-
6
7
a
︶
︒

(

)

語
を
安
ず
る

語
を
置
く
の
意
︒
﹁
安
﹂
は
﹁
置
﹂
と
同
義
︒

10

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
1
a
1
7
-
4
7
1
b
8

問
︒
何
故
經
初
安
如
是
等
語
︒
惡
口
車
匿
教
梵
法
治
︒
比
丘
依
波
羅
提
木
叉
住
︒
佛
法
無
量
︒
皆
得
入
道
︒
何
故
但
令
修
四
念
處

也
︒答

曰
︒
經
安
如
是
等
語
者
︒
爲
斷
疑
勸
信
故
︒
亦
爲
印
定
佛
說
非
弟
子
及
︵
九
︶
十(�
)
六
種
所
說
故
︒
亦
爲
成
行
人
深
信
故
︒
亦
爲

破
外
人
經
初
以
阿
漚
二
字
標
其
教
首
故
︒
阿
漚
者
是
謂
吉
相
︒
邪
僻
之
過
事
︒
如
百
論
之
所
具
破
︒
爲
如
是
等
種
種
因
緣
︒
佛
教
之

初
安
如
是
六
義
也
︒
惡
口
車
匿
教
梵
法
治
者
︒
﹇
4
7
1
b
﹈
車
匿
自
恃
王
種
︒
出
家
佛
在
世
時
︒
輕
諸
比
丘
不
遵
衆
法
︒
僧
法
事
時
︒

輕
笑
言
︒
如
似
落
葉
旋
風
所
吹
聚
在
一
處
︒
何
所
平
論
︒
佛
去
世
後
猶
自
不
改
︒
佛
令
作
梵
壇
擯
︒
謂
黜
擯
也
︒
亦
云
梵
壇
法
治
者
︒

梵
天
治
罪
法
︒
別
立
一
壇
︒
其
剋
犯
法
者
令
入
此
壇
︒
諸
梵
不
得
共
語
︒
若
心
調
伏
︒
爲
說
那
陀
迦
旃
延
經
者
︒
令
離
有
無
︒
中
道

爲
說
即
入
初
果
也
︒
一
家
明
三
藏
教
立
非
有
非
無
門
︒
異
於
三
門
意
在
此
也
︒
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(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
十
上
疑
脱
九
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
亦
爲
印
定
佛
説
非
弟
子
及
九
十
六
種
所
説
故
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑

5
6
8
a
︶
と
あ
る
︒
今
︑
意
味
上
か
ら
も
﹁
九
﹂
を
補
う
︒

【
書
き
下
し
】

問
う
︒
何
が
故
ぞ
經
初
に
如
是
等
の
語
を
安
ず
る
や
︒
惡
口
の
車
匿
は
梵
法
も
て
治
せ
し
め
︑
比
丘
は
波
羅
提
木
叉(�
)
に
依
り
て
住

す
︒
佛
法
は
無
量
な
り
︒
皆
︑
道
に
入
る
こ
と
を
得
︒
何
が
故
に
但
だ
四
念
處
の
み
を
修
せ
し
む
る
や
︒

答
て
曰
く
︑
經
の
如
是
等
の
語
を
安
ず
る
は
︑
疑
を
斷
じ
︑
信
を
勸
め
ん
が
爲
の
故
な
り
︒
亦
た
佛
說
は
弟
子
及
び
︵
九
︶
十
六

種
の
所
說(�
)
に
非
ず
と
印
定(�
)
せ
ん
が
爲
の
故
な
り
︒
亦
た
行
人
の
深
信
を
成
ぜ
ん
が
爲
の
故
な
り
︒
亦
た
外
人
の
經
初
に
阿
漚
の
二
字(�
)

を
以
て
其
の
教
の
首
と
標
す
る
を
破
さ
ん
が
爲
の
故
な
り
︒
阿
漚
と
は
︑
是
れ
吉
相
を
謂
う
︒
邪
僻
の
過
事(�
)
は
﹃
百
論
﹄
の
具
さ
に

破
す
所($
)
の
如
し
︒
是
く
の
如
き
等
の
種
種
の
因
緣
の
爲
に
佛
教
の
初
に
如
是
の
六
義
を
安
ず
る
な
り
︒

惡
口
の
車
匿
は
梵
法
も
て
治
せ
し
め
よ
と
は
︑
車
匿
は
自
ら
王
種(%
)
を
恃
む
︒
出
家
す
る
も
佛
在
世
の
時
︑
諸
の
比
丘
を
輕
ん
じ
て

衆
法
を
遵
せ
ず
︒
僧
の
法
事
の
時
︑
輕
笑
し
て
言
わ
く
︑
﹁
落
葉
︑
旋
風
の
吹
く
所
に
聚
り
︑
一
處
に
在
る
に
似
た
る
が
如
し
︒
何

ぞ
平
論(&
)
す
る
所
ぞ
﹂
と
︒
佛
︑
世
を
去
ら
れ
て
後
も
猶
を
自
ら
改
め
ざ
れ
ば
︑
佛
は
梵
壇('
)
を
作
り
擯
せ
し
む
︒
黜
擯
と
謂
う
な
り
︒

亦
た
︑
梵
壇
法
も
て
治
す
と
云
う
は
︑
梵
天
︑
罪
を
治
す
る
法
に
し
て
︑
別
に
一
壇
を
立
て
︑
其
の
犯
法
者
に
剋
し
て
此
の
壇
に
入

れ
し
め
︑
諸
梵
は
共
に
語
る
を
得
ず
︒
若
し
心
調
伏
せ
ば
︑
爲
に
﹃
那
陀
迦
旃
延
經
﹄
を
說
く
と
は
︑
有
無
を
離
れ
︑
中
道
も
て
爲

に
說
い
て
即
ち
初
果
に
入
ら
し
む
る
な
り
︒
一
家
に
三
藏
教
が
非
有
非
無
の
門
を
立
て
︑
三
門(
)

と
異
な
る
を
明
か
す
は
︑
意
︑
此
に

10

在
る
な
り
︒
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(
�
)

波
羅
提
木
叉

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

p
rā
tim
o
k
ṡa
の
音
写
︒
戒
律
規
定
の
総
体
︑
具
足
戒
の
こ
と
︒
別
解
脱
戒
と
も
い
う
︒

(
�
)

(
九
︶
十
六
種
の
所
說
九
十
六
術
の
外
道
說
︒
外
道
の
説
の
総
称
︒
六
師
外
道
は
そ
れ
ぞ
れ
十
五
人
の
弟
子
を
率
い
て
い
た
の
で
︑
全
部

で
九
十
六
人
と
な
る
こ
と
か
ら
︒
﹃
別
譯
雜
阿
含
經
﹄
に
は
﹁
如
是
我
聞
︒
一
時
佛
在
王
舍
城
耆
闍
崛
山

中
︒
爾
時
王
舍
城
有
九
十
六
種

外
道
︒
各
各
祠
祀
︒
設
有
檀
越
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
︑
3
9
0
b
)
と
あ
る
︒

(
�
)

印
定

印
可
決
定
の
こ
と
︒
間
違
い
な
い
と
認
め
︑
決
定
す
る
こ
と
︒

(
�
)

亦
た
外
人
の
⁝
⁝
の
二
字

外
人
は
外
教
の
人
の
意
︒
阿
漚
は
オ
ー
ム

o
ṁ
の
音
写
で
︑
イ
ン
ド
の
ヴ
ェ
ー
ダ
に
由
来
す
る
呪
文
︒
バ
ラ

モ
ン
教
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
へ
︑
さ
ら
に
は
密
教
へ
と
取
り
入
れ
ら
れ
た
︒
吉
蔵
は
﹃
百
論
疏
﹄
の
中
で
︑
阿
漚
の
二
字
を
ヴ
ェ
ー
ダ
や
経

典
の
初
め
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
次
の
よ
う
な
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
︒
﹁
外
云
︒
昔
有
梵
王
︒
在
世
說
七
十
二
字
以
教
世
間
︒
名
佉
樓
書
︒

世
間
之
敬
情
漸
薄
︒
梵
王
貧
悋
心
起
收
取
吞
之
︒
唯
阿
漚
兩
字
從
口
兩
邊
墮
地
︒
世
人
責
之
以
爲
字
王
︒
故
取
漚
字
置
四
穐
陀
首
︒
以
阿
字

置
廣
主
經
初
︒
四
穐
陀
者
外
道
十
八
大
經
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
二
︑
2
5
1
a
︶
︒

(
�
)

邪
僻
の
過
事

よ
こ
し
ま
で
偏
っ
て
い
る
過
ち
ご
と
の
意
︒

(
$
)

百
論
の
具
さ
に
破
す
所

提
婆
造
・
鳩
摩
羅
什
譯
・
婆
藪
開
士
釋
﹃
百
論
﹄
上
下
巻
の
う
ち
︑
上
巻
で
外
道
を
破
折
し
て
い
る
︒
た
と
え

ば

破
神
品
第
二
で
は
︑
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
プ
ル
シ
ャ
批
判
︑
二
十
五
諦
説
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
︑
1
7
0
c
以
下
︶
︒

(
%
)

王
種

四
姓
の
内
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
階
級
の
こ
と
︒

(
&
)

平
論

『
籤
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
﹁
平
﹂
は
﹁
評
﹂
と
通
ず
る
と
す
る
︵
巻
一
︑
十
五
オ
︶
︒
評
論
の
意
︒

(
'
)

梵
壇

b
ra
h
m
a
d
a
ṅ
ḋ
a
の
音
写
︒
前
段
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
注
︵
&
︶
梵
法
を
参
照
︒

(

)

三
門

こ
こ
で
は
有
無
の
四
門
の
う
ち
︑
有
門
︑
無
門
︑
亦
有
亦
無
門
の
こ
と
を
指
す
か
︒
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【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
1
b
8
-
4
7
1
c
3

教
諸
比
丘
依
波
羅
提
木
叉
住
者
︒
波
羅
提
木
叉
︒
此
翻
保
解
脫
︒
亦
云
報
解
脫
︒
亦
云
處
處
解
脫
也
︒
問
曰
︒
毗
尼
明
時
食
時
衣

等
︒
多
非
正
義
︒
那
得
云
保
解
脫
︒

答
曰
︒
大
智
論
云
︒
佛
說
毗
尼
爲
令
佛
法
久
住
︒
不
應
求
實
︒
求
實
即
生
邪
見
也
︒
今
時
僧
衆
︒
不
以
戒
律
在
心
者
︒
恐
佛
法
不

得
久
住
也
︒

如
所
問
言
︒
佛
道
入
道
教
門
無
量
︒
何
得
但
令
依
念
處
修
道
也
︒

答
曰
︒
若
離
四
念
處
︒
布
施
但
得
大
富
︒
持
戒
得
生
人
天
︒
頭
陀
淨
戒
淨
行
坐
得
定
︒
隨
禪
生
梵
天
︒
多
聞
說
法
但
是
世
智
辯
聰
︒

後
生
還
得
聰
明
果
報
也
︒
若
與
念
處
相
應
︒
即
能
破
四
倒
︒
以
無
瞋(�
)
心
修
諸
善
法
︒
無
非
道
也
︒

問
曰
︒
聲
聞
經
說
︒
必
須
依
四
念
處
修
道
︒
摩
訶
衍
教
︒
觀
無
生
入
道
︒
豈
須
四
念
處
有
所
得
觀
耶
︒

答
曰
︒
大
乘
有
無
生
四
念
處
︒
何
處
別
有
摩
訶
衍
無
生
正
觀
入
道
也
︒
但
佛
教
雖
復
無
量
︒
不
出
半
滿
︒
聲
聞
經
說
生
滅
四
念
處
︒

即
是
半
字
︒
摩
訶
衍
說
無
生
無
量
無
作
三
種
念
處
︒
即
是
滿
字
︒
半
字
即
是
四
枯
︒
滿
字
即
是
四
榮
︒
如
此
枯
榮
雙
樹
間
︒
得
見

﹇
4
7
1
c
﹈
佛
性
︒
住
大
涅
槃
︒
名
諸
佛
法
界
︒
當
知
出
念
處
外
更
有
何
大
小
乘
入
道
之
勝
法
也
︒
故
佛
遺
囑
令
諸
弟
子
依
四
念
處
修

道
也
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
瞋
疑
誤
當
作
顚
﹂
と
あ
る
が
︑
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
若
修
念
處
能
破
四
倒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
8
a
︶
と
あ
る
の
み

で
︑
こ
れ
に
該
当
す
る
文
は
な
い
︒
意
味
上
か
ら
考
え
て
﹁
瞋
﹂
は
﹁
顚
﹂
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
︑
こ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
通
り

と
す
る
︒

【
書
き
下
し
】
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諸
の
比
丘
を
し
て
波
羅
提
木
叉
に
依
り
て
住
せ
し
む
と
は
︑
波
羅
提
木
叉
︑
此こ
こ

に
保
解
脫(�
)
と
翻
じ
︑
亦
た
報
解
脫(�
)
と
云
う
︒
亦
た

處
處
解
脫(�
)

と
云
う
な
り
︒

問
う
て
曰
く
︑
毗
尼(�
)

は
時
食
・
時
衣
等
を
明
か
し
︑
多
く
正
義
に
非
ず
︒
那
ぞ
保
解
脫
と
云
う
を
得
ん
や
︒

答
え
て
曰
く
︑
﹃
大
智
論
﹄
に
云
く(�
)

︑
﹁
佛
︑
毗
尼
を
說
い
て
爲
に
佛
法
を
し
て
久
し
く
住
せ
し
め
︑
應
に
實
を
求
め
ず
︒
實
を
求

む
れ
ば
即
ち
邪
見
を
生
ず
る
な
り
﹂
と
︒
今
時
の
僧
衆
︑
戒
律
を
以
て
心
に
在
ら
ざ
れ
ば
︑
恐
ら
く
佛
法
久
し
く
住
す
る
を
得
ざ
る

な
り
︒

問
う
所
の
言
の
如
く
佛
道
の
入
道
の
教
門
は
無
量
な
り
︒
何
ぞ
但
だ
念
處
に
依
り
て
の
み
修
道
せ
し
む
る
を
得
ん
や
︒

答
え
て
曰
く
︑
若
し
四
念
處
を
離
る
れ
ば
︑
布
施
は
但
だ
大
富
の
み
得
︒
持
戒
は
人
天
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
︒
頭
陀
・
淨
戒
・

淨
行
坐
は
定
を
得
︑
禪
に
隨
て
梵
天
に
生
ず($
)
︒
多
聞
說
法
は
但
だ
是
れ
世
智
辯
聰
な
り
︒
後
生
に
還
た
聰
明
の
果
報
を
得
る
な
り
︒

若
し
念
處
と
相
應
せ
ば
︑
即
ち
能
く
四
倒(%
)
を
破
し
︑
瞋
心
無
き
を
以
て
諸
の
善
法
を
修
さ
ば
︑
道
に
非
ざ
る
無
き
な
り
︒

問
う
て
曰
く
︑
聲
聞
の
經
說
は
必
ず
四
念
處
に
依
り
て
道
を
修
す
る
こ
と
を
須
う
︒
摩
訶
衍
の
教
は
無
生
を
觀
じ
て
道
に
入
る
︒

あ
に
四
念
處
の
有
所
得
の
觀
を
須
い
ん
や
︒

答
え
て
曰
く
︑
大
乘
に
無
生
の
四
念
處
有
り
︒
何
れ
の
處
に
別
に
摩
訶
衍
の
無
生
正
觀
も
て
道
に
入
る
こ
と
有
ら
ん
や
︒
但
だ
佛

教
は
復
た
無
量
な
り
と
雖
も
︑
半
滿(&
)
を
出
で
ず
︒
聲
聞
の
經
は
生
滅
の
四
念
處
を
說
く
︒
即
ち
是
れ
半
字
な
り
︒
摩
訶
衍
は
無
生
・

無
量
・
無
作
の
三
種
の
念
處
を
說
く
︒
即
ち
是
れ
滿
字
な
り
︒
半
字
は
即
ち
是
れ
四
枯
︑
滿
字
は
即
ち
是
れ
四
榮
な
り('
)
︒
此
の
如
く

枯
榮
雙
樹
の
間
に
︑
佛
性
を
見
︑
大
涅
槃
に
住
す
る
こ
と
を
得
︒
諸
佛
の
法
界
と
名
づ
く
︒
當
に
知
る
べ
し
︒
念
處
を
出
で
て
外
に

更
に
何
れ
の
大
小
乘
の
道
に
入
る
の
勝
法
有
ら
ん
や
と
︒
故
に
佛
は
遺
囑
し
て
諸
の
弟
子
を
し
て
四
念
處
に
依
り
て
修
道
せ
し
む
る

な
り
︒
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(
�
)

保
解
脱

『
籤
録
﹄
で
は
︑
旧
本
に
は
﹁
保
得
解
脱
﹂
と
あ
る
と
い
い
︑
保
解
脫
の
語
は
経
論
に
は
見
え
な
い
が
﹁
保
﹂
は
﹁
報
﹂
の
こ

と
だ
と
す
る
︵
巻
一
︑
十
五
ウ
︶
︒

(
�
)

報
解
脫

報
得
解
脱
の
﹁
得
﹂
の
字
を
略
し
た
も
の
︒
果
報
と
し
て
自
然
に
得
る
解
脱
の
こ
と
︒
﹃
成
実
論
﹄
に
﹁
問
曰
︒
外
道
神
仙
無

報
得
解
脱
戒
︒
是
人
能
得
戒
律
儀
不
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
二
︑
2
9
6
a
︶
な
ど
と
あ
る
︒

(
�
)

處
處
解
脫

別
々
解
脱
︑
別
解
脱
と
も
い
う
︒
一
つ
一
つ
の
戒
が
各
の
惡
を
別
々
に
解
脱
す
る
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
う
︒

(
�
)

毗
尼

v
in
a
y
a
の
音
写
︒
律
の
こ
と
︒
教
団
の
規
律
︑
規
定
︒

(
�
)

『
大
智
論
﹄
に
云
く

巻
第
一
に
﹁
亦
是
毘
尼
中
結
戒
法
︒
是
世
界
中
實
︒
非
第
一
實
法
相
︒
吾
我
法
相
實
不
可
得
故
︒
亦
爲
衆
人
瞋
呵

故
︒
亦
欲
護
佛
法
使
久
存
定
弟
子
禮
法
故
︒
諸
三
界
世
尊
結
諸
戒
︒
是
中
不
應
求
有
何
實
︒
有
何
名
字
等
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑
6
6
a
︶

と
あ
る
︒

(
$
)

禪
に
隨
て
梵
天
に
生
ず

禅
定
修
習
の
果
報
に
よ
っ
て
梵
天
界
に
生
ず
る
こ
と
だ
が
︑
﹃
維
摩
経
﹄
問
疾
品
で
は
﹁
雖
行
禪
定
解
脱
三
昧

而
不
隨
禪
生
︒
是
菩
薩
行
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑
5
4
5
c
︶
と
い
う
︒

(
%
)

四
倒

無
常
を
常
︑
苦
を
楽
︑
不
浄
を
浄
︑
無
我
を
我
あ
り
と
見
る
︑
四
種
の
顚
倒
し
た
見
解
︒
四
顚
倒
の
こ
と
︒

(
&
)

半
満

半
字
︑
満
字
の
こ
と
︒
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
︑
母
音
記
号
の
摩
多
と
子
音
記
号
の
体
文
と
が
合
し
た
字
を
満
字
と
い
い
︑
母
音
記

号
の
摩
多
の
み
を
半
字
と
い
う
︒
半
字
は
不
完
全
な
も
の
︑
満
字
は
完
全
な
も
の
と
し
て
︑
教
判
に
用
い
る
︒
天
台
で
は
半
字
を
小
乗
︑
満

字
を
大
乗
と
す
る
︒

(
'
)

半
字
は
⁝
⁝
四
榮
な
り

｢
四
枯
﹂
﹁
四
栄
﹂
は
︑
仏
の
入
涅
槃
の
時
︑
東
西
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
沙
羅
双
樹
が
あ
っ
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
双
樹

が
一
本
は
枯
れ
︑
一
本
は
勢
い
が
盛
ん
だ
っ
た
の
で
︑
四
枯
︑
四
栄
と
い
う
︒
天
台
は
半
字
の
小
乗
教
が
世
間
の
四
顚
倒
を
否
定
し
て
四
不

顚
倒
を
実
現
し
た
こ
と
を
四
枯
と
し
︑
満
字
の
大
乗
教
が
四
不
顚
倒
を
さ
ら
に
否
定
し
て
涅
槃
の
四
徳
と
し
て
の
常
樂
我
淨
を
実
現
す
る
こ

と
を
四
栄
と
す
る
︒
﹃
法
華
玄
義
﹄
に
も
﹁
二
乘
爲
自
滅
度
修
此
五
禪
︒
成
四
枯
念
處
︒
不
名
堪
忍
地
︒
菩
薩
爲
化
衆
生
深
觀
念
處
︒
慈
悲
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誓
願
荷
負
衆
生
︒
成
四
榮
念
處
︒
是
摩
訶
衍
名
堪
忍
地
也
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
三
︑
7
2
0
a
︶
な
ど
と
あ
る
︒

【
テ
キ
ス
ト
︼
4
7
1
c
3
-
1
1

第
二
別
釋
通
序
如
是
等
六
義
︒
舊
解
多
用
五
義
︒
今
用
六
義
︒
六
義
者
第
一
如
是
︒
第
二
我
聞
︒
第
三
一
時
︒
第
四
佛
住
︒
第
五

方
所
︒
第
六
同
聞
︒
如
是
者
勸
信
之
端
也
︒
我
聞
者
是
親
承
音(�
)
也
︒
一
時
者
感
教
之
時
也
︒
佛
者
的
出
化
主
也
︒
方
所
者
聞
經
之
處

也
︒
同
聞
者
證
非
已
謬
傳
也
︒
此
六
義
相
次
者
︒
正
爲
獎
成
佛
去
世
後
︒
見
聞
之
徒
︒
息
疑
增
信
︒
自
利
利
人
︒
功
成
道
就(�
)
也
︒
如

是
謂
勸
信
之
端
者
︒
如
是
意
在
勸
信
︒
而
六
義
皆
爲
勸
信
︒
如
是
居
初
故
︒
云
勸
信
之
端
也
︒

(
�
)

欄
外
注
記
に
﹁
音
下
疑
脱
旨
字
﹂
と
あ
り
︑
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
二
我
聞
者
親
承
音
旨
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑
5
6
8
b
︶
と
あ
る
︒
し
か

し
︑
﹁
旨
﹂
の
字
が
な
く
と
も
意
味
は
通
じ
る
の
で
︑
今
は
採
ら
な
い
︒

(
�
)

｢
就
﹂
の
字
に
つ
い
て
︑
﹃
略
疏
﹄
で
は
﹁
自
利
利
人
功
成
道
熟
﹂
︵
同
前
︶
と
あ
り
︑
﹁
熟
﹂
と
あ
る
︒
し
か
し
﹁
就
﹂
に
は
︑
﹁
成
就
﹂

と
熟
す
よ
う
に
︑
︵
物
事
が
︶
ま
と
ま
る
︑
成
功
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
︑
今
は
テ
キ
ス
ト
通
り
と
す
る
︒

【
書
き
下
し
】

第
二
に
通
序
の
如
是
等
の
六
義
を
別
釋
す
︒
舊
解
は
多
く
五
義(�
)
を
用
う
︒
今
は
六
義
を
用
う
︒
六
義
と
は
︑
第
一
に
如
是
︒
第
二

に
我
聞
︒
第
三
に
一
時
︒
第
四
に
佛
住
︒
第
五
に
方
所
︒
第
六
に
同
聞
な
り
︒
如
是
と
は
勸
信
の
端
な
り
︒
我
聞
と
は
こ
れ
親
し
く

音
を
承
く
る
な
り
︒
一
時
と
は
︑
教
を
感
ず
る
の
時
な
り
︒
佛
と
は
︑
化
主
を
出
す
に
約
す
る
な
り
︒
方
所
と
は
︑
經
を
聞
く
の
處

な
り
︒
同
聞
と
は
︑
己
の
謬
傳
に
非
ざ
る
を
證
す
る
な
り
︒
此
の
六
義
相
い
次
ぐ
は
︑
正
し
く
成
佛
し
て
世
を
去
っ
て
後
の
見
聞
の

徒
を
獎
成
し
︑
疑
を
息ひ

そ
め
︑
信
を
增
し
︑
自
利
し
︑
人
を
利
し
︑
功
成
じ
て
道
就な

ら
ん
が
爲
な
り
︒
如
是
は
勸
信
の
端
と
謂
う
は
︑
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如
是
の
意
は
信
を
勸
む
る
に
在
り
︒
し
か
し
て
六
義
は
皆
信
を
勸
む
る
爲
な
り
︒
如
是
は
初
め
に
居
る
が
故
に
勸
信
の
端
と
云
う
な

り
︒(

�
)

五
義

第
四
の
﹁
佛
住
﹂
と
︑
第
五
の
﹁
方
所
﹂
を
合
し
て
﹁
佛
住
某
所
﹂
と
し
て
五
義
で
解
釈
す
る
︒
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citations from Jizangʼs works, these citations on Zhiyiʼs dictation part

turned out to be trivial, in terms of his doctrinal thought. Therefore it can

be safely said that Zhiyiʼs commentary is as valuable as it thought to be.

The author decided to make an annotated Japanese-translation of the

Weimojing wenshu, which has not yet been made in Japan. The author used

『維摩経文疏』(Sūtra Number 338, vol. 18 of Shinsan Dainihon Zokuzōkyō

新纂大日本続蔵経 as original. It comprises 90 volumes, including 2

catalogues, which has been published from 1975 to 1980 by Kokusho

Kankōkai国書刊行会, mainly edited by Dr. Kosho Kawamura河村孝照. And

this newly edited Chinese Buddhist canon features great easy-of-use, which

is succeeded from Taishō shinshū daizōkyō 大正新脩大蔵経. And now one

has access to Electric-text version of Shinsan Dainihon Zokuzōkyō via web

site of CBETA (Taiwan-based Chinese Buddhist Electronic Text

Association 中華電子仏典協会.)

This instalment contains only a few paragraphs, i.e. from X.18.469b4 to

X.18.471c11. I intend to continue publication of the annotated translation in

the future issues.

for Postgraduate Buddhist Studies

Professor,

International College
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Summary

An annotated Japanese-translation of Zhiyiʼs
Weimojing wenshu 『維摩経文疏』(3)

FUJII Kyoko

The Weimojing wenshu『維摩経文疏』is a Zhiyiʼs commentary on the

text ofKumārajīvaʼs translation of theVimalakīrti-nirdeśa-sūtra (Weimojie

suoshuo jing 維摩詰所說經).

Zhiyi 智顗 (538-597) composed the commentary with twenty-five

fascicles in his latest years at the request of Prince Guang of Jin.After Zhiyi

died, his disciple Guanding 灌頂 (561-632), the fourth patriarch of the

Tiantai school, made up the commentary to twenty-eight fascicles. This

Zhiyiʼs commentary seemed to have been one of the most important works

to research his latest doctrinal thought by the reason that the work had

been dictated by himself. In spite of that, the commentary had not been

studied so often because of its great amount. Since Zhanran湛然 (711-782)

had distilled the Zhiyiʼs Weimojing wenshu, and made the Weimo jing lue

shou『維 摩 經 略 疏』with 10 fascicles, his concise commentary was

generally available for study on the Weimojie suoshuo jing in Tientai

school. In the above circumstances, at the present, although Zhanranʼs

concise commentary is put in Taishō shinshū daizōkyō『大正新脩大蔵経』,

Zhiyiʼs is not in spite of its value.

Recently some new studies on Zhiyiʼs commentary have been made in

overall aspects, that is, from philological study to doctrinal thoughts one.

Among them, Dr. Shunei Hiraiʼs study is notable in pointing that not only in

the Guandingʼs additional part of the Zhiyiʼs commentary but also in the

Zhiyiʼs own dictation part, Guandingʼs additions from Jizangʼs 吉蔵 (549-

623) works, were to be discovered in the existing text. Scrutinizing the


